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発

刊

l乙

当

てコ

て

西
松
浦
郡
西
有
田
町
に
は
、
縄
文
時
代
の
遺
跡
が
相
当
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
分
布
し
て
い
る
。
乙
の
遺
跡
群
は
、
黒
曜
石
製
の
石
器
類
を
中
心
と
す
る
遺
跡

で
あ
っ
て
、
黒
曜
石
を
産
出
す
る
伊
万
里
市
の
腰
岳
に
近
接
し
て
い
る
と
い
う
地
理
的
な
要
闘
に
も
と
づ
く
点
が
大
、
ぎ
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
文
化
相
に

つ
い
て
は
学
術
的
に
調
査
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
に
時
間
が
経
過
し
た
。

佐
賀
県
教
育
委
員
会
は
、
乙
の
遺
跡
群
の
重
要
性
を
考
慮
し
て
、
昭
和
四
十
二
年
度
に
国
庫
補
助
金
の
交
付
を
受
け
、
西
有
田
町
の
協
力
を
え
て
、
乙
の
遺

跡
群
の
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。

数
多
い
遺
跡
の
中
か
ら
特
色
あ
る
三
か
所
の
遺
跡
を
選
ん
で
調
査
し
た
の
で
あ
る
が
、
出
土
し
た
遺
物
は
多
量
で
あ
り
、
し

か
も
、
学
術
的
に
重
要
な
も
の
を
含
ん
で
い
た
た
め
、
資
料
の
整
理
に
相
当
の
日
時
が
必
要
で
あ
っ
た
。

そ
乙
で
、
四
十
二
年
度
に
は
取
り
あ
え
ず
遺
跡
や
遺

物
に
つ
い
て
若
干
の
写
真
を
掲
載
し
た
図
録
編
を
発
行
す
る
に
と
ど
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
が
、

一
通
り
遺
物
の
整
理
が
終
っ
た
今
日
、
改
め
て
本
文
編
を
発

行
す
る
に
至
っ
た
次
第
で
あ
る
。

乙
の
報
告
書
は
、
今
日
ま
で
本
県
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
縄
文
遺
跡
の
発
掘
調
査
の
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
っ
て
、
本
県
に
お
け

る
縄
文
時
代
の
文
化
を
究
明
す
る
上
か
ら
稗
益
す
る
点
が
大
き
い
も
の
と
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

本
書
を
発
刊
す
る
に
当
っ
て
、
と
の
遺
跡
の
発
掘
調
査
に
終
始
ど
協
力
を
い
た
だ
い
た
西
有
田
町
当
局
や
地
元
関
係
者
に
対
し
て
、
あ
ら
た
め
て
感
謝
の
v

な

を
表
す
る
と
と
も
に
、
遺
物
の
整
理
や
報
告
書
の
執
筆
に
当
っ
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
対
し
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
る
次
第
で
あ
る
。
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西
松
浦
郡
西
有
田
町
の
西
側
に
は
、
標
高
七
七
六
メ
ー
ト

ル
の
国
見
岳
や
七

O
七
メ
ー
ト
ル
の
八
天
岳
を
主
峰
と
す
る
山
脈
が
扉
風
の
よ
う
に

南
北
に
連
な
り
、
東
側
に
は
五
五
五
メ
ー
ト
ル
の
牧
山
を
中
心
に
山
嶺
が
起
伏
し
て
南
北
に
の
び
て
い
る
。

こ
の
東
西
の
両
山
脈
の
聞
を
有
田
川

が
蛇
行
し
て
北
に
流
れ
、
帯
状
に
平
地
が
形
成
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
帯
状
の
平
地
の
川
に
沿
っ
て
国
道
や
鉄
道
が
通
じ
て
い
る
。
大
部
分
は
水

田
と
な
っ
て
お
り
、
水
田
は
こ
の
平
地
か
ら
東
西
の
両
側
に
連
な
る
山
脈
の
谷
あ
い
を
利
用
し
て
、
山
腹
近
く
ま
で
階
段
状
に
聞
か
れ
て
い
る
。

東
西
の
山
脈
か
ら
は
、
舌
状
に
多
く
の
小
正
陵
が
有
田
川

へ
向
か
っ
て
ゆ
る
や
か
に
の
び
て
い
る
が
、

こ
の
舌
状
の
小
丘
陵
上
に
は
、
い
た
る

と
こ
ろ
に
石
器
の
散
布
が
見
受
け
ち
れ
る
。

こ
の
西
有
田
町
の
低
丘
陵
に
、
石
器
の
散
布
地
が
点
在
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、

十
年
余
り
以
前
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
現
在
西
松
浦
郡
有
田
小
学
校
に
勤
務
し
て
い
る
中
原
和
弘
教
諭
や
西
有
田
町
山
本
部
落
で
農
業
を
営
ん
で
い

る
吉
永
直
氏
に
よ
っ
て
石
器
の
表
面
採
集
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
県
教
育
委
員
会
は
、
数
回
に
わ
た
っ
て
係
員
を
派
遣
し
、
採
集
さ
れ
て
い
る
遺

物
に
つ
い
て
調
査
を
行
わ
せ
る
と
と
も
に
、
遺
物
の
散
布
地
の
踏
査
に
当
ら
せ
た
。

そ
の
結
果
、
石
器
の
出
土
が
非
常
に
多
く
、

ま
た
、
遺
跡
の

分
布
が
極
め
て
濃
密
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
と
と
も
に
、
遺
跡
の
重
要
性
が
確
認
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

こ
の
遺
跡
群
か
ら
は
、
プ
レ
イ
ド
等
と
と
も
に
、
縄
文
系
の
石
鯨
が
多
数
出
土
し
て
い
る
点
か
ら
、

縄
文
時
代
に
属
す
る
遺
跡
群
で
あ
ろ
う
と

い
う
こ
と
は
推
定
さ
れ
て
い
た
が
、
土
器
類
の
発
見
が
な
い
た
め
に
、
そ
の
遺
跡
群
の
性
格
に
つ
い
て
は
不
明
の
点
が
多
か
っ
た
。

ま
た
、

面

に
お
い
て
は
昭
和
三
十
六
年
八
月
に
、
西
北
九
州
総
合
調
査
の
一
環
と
し
て
、
明
治
大
学
に
よ
っ

て
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
伊
万
里
市
二
里
町

の
平
沢
良
遺
跡
や
鈴
桶
遺
跡
な
ど
の
プ
レ
イ
ド
を
主
体
と
す
る
石
器
遺
跡
が
、
先
土
器
時
代
に
属
す
る
も
の
か
縄
文
時
代
に
属
す
る
も
の
で
あ
る

の
か
注
目
さ
れ
て
い
る
時
、

地
理
的
に
近
接
し
遺
物
の
上
か
ら
近
似
性
が
見
ら
れ
る
こ
の
西
有
田
町
の
石
器
遺
跡
の
調
査
を
実
施
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
ら
れ
た
。

昭
和
四
十
一
年
三
月
に
、
西
有
田
町
山
本
の
坂
の
下
の
水
田
か
ら
吉
永
直
氏
が
石
器
と
と
も
に
相
当
多
量
の
縄
文
式
土
器
片
を
採
集
さ
れ
た

カミ

こ
れ
が
西
有
田
町
に
お
げ
る
縄
文
土
器
発
見
の
始
ま
り
で
あ
っ
て
、

他
の
石
器
散
布
地
か
ら
も
土
器
発
見
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
よ
う
に



な
っ
た
。

県
内
で
も
今
日
ま
で
縄
文
遺
跡
の
発
掘
調
査
は
行
な
わ
れ
て
は
い
た
が
、
そ
の
調
査
は
す
べ
て
規
模
が
小
さ
く
、

査
に
終
っ
て
い
た
。
土
器
が
発
見
さ
れ
た
坂
の
下
遺
跡
は
、
破
壊
や
撹
乱
を
免
れ
て
い
る
部
分
が
ま
だ
相
当
広
範
囲
に

及
ん
で
い
る
こ
と
が
推
定

ご
く
一
部
分
の
調

さ
れ
、

し
か
も
、
土
器
を
は
じ
め
と
す
る
遺
物
の
埋
蔵
が
県
内
で
は
例
を
見
な
い
豊
富
き
で
あ
り
、

ま
た
、

県
内
に
は
ほ
と
ん
ど
発
見
さ
れ
て
い

な
い
洞
穴
遺
跡
も
こ
の
西
有
田
町
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
た
め
、
本
県
に
お
け
る
縄
文
文
化
究
明
の
上
か
ら
こ
の
西
有
田
町

の
縄
文
遺
跡
の
調
査
は
、

そ
の
重
要
性
と
必
要
性
と
が
痛
感
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

し
か
も
、

こ
の
西
有
田
町
で
も
近
年
柑
橘
園
の
造
成
が
盛
ん
に

な
っ
た
た
め
、
遺
跡
の
中
に
も
破
壊
さ
れ
、
ま
た
、
調
査
不
可
能
に
な
る
も
の
も
相
当
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
事
態
に
当
面
し
、

緊
急
に
調
査
を
実

施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

県
教
育
委
員
会
は
、
西
有
田
町
当
局
と
協
議
し
、
国
庫
補
助
金
の
交
付
を
受
け
て
、

昭
和
四
十
二
年
度
の
事
業
と
し
て
、
西
有
田
町
縄
文
遺
跡

の
発
掘
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ず
う
め
き
な
ど
の
石
器
散
布
地
が
あ
り
、
西
側
の
山
嶺
に
は
、

こ
の
西
有
田
町
の
東
側
の
山
嶺
に
は
、

北
か
ら
牧
・
鳥
越
・
人
形
山
南
斜
面
・
仏
原
東
方
台
地

北
か
ら
切
口
新
堤
北
側
・
上
山
谷
北
方
台
地
・
木
原
北
東
方
台
地
・
ぬ
す
ど
岩
洞

穴
・
伊
古
石
・
坂
の
下
・
上
内
野
・
仏
の
原
・
土
木
村
堤
付
近
・
赤
坂
・
に
ご
り
ぐ
ち
・
上
楠
木
原
・
左
原
な
ど
の
遺
跡
が
分
布
し
て
い
る
。
こ

ぬ
す
ど
岩
洞
穴

・
伊
古
石
・

坂
の
下
の
三
遺
跡
を
調
査
す
る
こ
と
に

れ
ら
の
遺
跡
の
う
ち
か
ら
調
査
上
の
便
宜
と
遺
跡
の
重
要
度
を
考
慮
し
て
、

し
た
。

れ
に
特
色
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
た
。

調
査
を
実
施
し
た
三
遺
跡
は
、
西
側
の
山
嶺
に
あ
っ
て
、
標
高
も
地
形
、
地
貌
も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
お
り
、

ぬ
す
ど
岩
洞
穴
は
、
山
腹
の
植
林
中
に
あ
っ
て
、

ま
た
、

遺
跡
の
性
格
も
そ
れ
ぞ

県
内
で
は
他
に
ま
だ
例
の
な
い
洞
穴
遺
跡
で

あ
り
、
伊
古
石
遺
跡
は
低
丘
陵
上
の
早
く
か
ら
聞
か
れ
た
畑
地
帯
に
位
置
し
て
い
て
、

石
鉱
や
プ
レ
イ
ド
等
の
石
器
類
が
地
表
面
に
も
散
布
し
て

い
る
が
、
付
近
一
帯
が
次
第
に
密
柑
園
と
化
し
て
い
る
。
坂
の
下
遺
跡
は
、
階
段
状
に
聞
け
た
水
田
中
に
あ
っ
て
、

こ
の
西
有
田
町
で
は
最
初
に

土
器
が
発
見
さ
れ
た
遺
跡
で
あ
る
。
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発
掘
調
査
に
当
つ
て
は
、
西
有
田
町
縄
文
遺
跡
発
掘
調
査
委
員
会
を
組
織
し
て
実
施
し
た
が
、
そ
の
組
織
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

猛

委

貝

委同事

務

局

長

事
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佐
賀
県
遺
跡
調
査
員

同同同同西
有
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中
学
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賀
市
教
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な
お
、
発
掘
調
査
に
際
し
て
は
、
調
査
員
以
外
に
次
の
人
び
と
の
協
力
を
え
た
。

佐
賀
西
高
校
教
諭
石
丸
虎
彦
・
西
山
武
人
・
伊
万
里
高
校
教
諭
前
山
博
・
鳥
栖
工
高
教
諭
松
隈
嵩
・
大
隈
悟
・
鹿
島
市
江
頭
平
八
・
佐
賀
大
学

生
沢
野
兵
五
・
平
増
道
博

・
原
田
昭
二
・
駒
沢
大
学
生
国
平
健
三

・
国
学
院
大
学
生
山
口
譲
治
・
福
岡
大
学
生
石
田
金
之
・
佐
賀
東
高
校
生
川
副

義
信
・
三
好
覚

・
佐
賀
西
高
校
生
園
田
努

昭
和
四
十
二
年
八
月
二
十
五
日
午
前
十
一
時
か
ら
西
有
田
町
公
民
館
に
お
い
て
、

西
有
田
町
縄
文
遺
跡
発
掘
調
査
の
鍬
入
れ
式
が
挙
行
さ
れ

た
。
県
教
育
委
員
会
か
ら
は
川
崎
教
育
次
長
・
白
浜
社
会
教
育
課
長
を
は
じ
め
発
掘
調
査
関
係
者
全
員
、

西
有
田
町
か
ら
は
大
串
町
長
・
立
・
部
助

役
・
西
川
教
育
委
員
長

・
樋
渡
教
育
長

・
吉
永
公
民
館
長
を
は
じ
め
社
会
教
育
担
当
者
お
よ
び
土
地
所
有
者
が
出
席
し
た
。

こ
の
日
は
、
時
折
降
雨
を
み
る
悪
天
候
で
あ
っ
た
が
、
式
後
調
査
員
は
発
掘
用
具
の
運
撮
と
整
理
、

宿
泊
の
準
備
な
ど
を
行
な
い
、
発
掘
調
査

予
定
地
を
一
通
り
踏
査
し
た
。

翌
八
月
二
十
六
日
か
ら
第
一
次
の
発
掘
調
査
を
開
始
し
、
九
月
三
日
を
も
っ
て
一
応
終
了
し
た
が
、

遺
跡
と
ぬ
す
ど
岩
洞
穴
の

二
か
所
の
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。
調
査
期
間
中
、

こ
の
第
一
次
調
査
に
お
い
て
は
、

伊
古
石

西
有
田
町
山
本
公
民
館
分
館
を
調
査
委
員
会
本
部
と
し
て
利
用
し

た
が
、
調
査
員
が
多
い
時
に
は
近
く
の
民
家
も
宿
泊
に
利
用
さ
せ
て
も
ら
い
、

入
浴
は
民
家
三
か
所
に
依
頼
し
、

調
査
員
の
炊
事
は
地
元
婦
人
の

協
力
を
え
た
。

第
一
次
調
査
期
間
中
の
日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

起

床

六

時

O

O

朝

食

ーよー・
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O 

出

発

Fじ

二

O

作

業

開

始
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八

休

息

二

O

昼

食

O 

O 

作

業

開

始

O 

O 

休

息

二

O

作

業

手冬

了

ー七

O 

遺

物

整

理

タ

食

九

O 

O 

入

浴

室

内

作

業

O 

O 

作

業

終

了

O 

O 

就

寝

O 

天
候
に
恵
ま
れ
、
調
査
は
比
較
的
順
調
に
進
ん
だ
が
、
酷
暑
の
た
め
調
査
員
の
疲
労
は
倍
加
し
た
。

ぬ
す
ど
岩
洞
穴
は
、
本
部
か
ら
遠
距
離
で

あ
る
た
め
、
住
路
の
み
小
型
ト
ラ
ッ
ク
を
利
用
し
た
。

九
月
三
目
、
第
一
次
調
査
終
了
と
と
も
に
、
出
土
遺
物
を
調
査
委
員
会
本
部
で
あ
る
山
本
公
民
分
館
に
展
示
し、

反
省
報
告
会
を
午
後
四
時
か

ら
催
し
た
。
こ
の
報
告
会
に
は
、

大
串
町
長
・
樋
渡
教
育
長
・
樋
渡
町
議
会
議
員

・
舘
林
西
有
田
中
学
校
長

・
木
島
西
有
田
中
学
校
教
頭

・
吉
永

公
民
館
長
の
他
地
元
代
表
者
が
集
ま
り
、
調
査
員
と
の
意
見
交
換
も
活
発
に
行
な
わ
れ
、
午
後
七
時
に
終
了
し
、

調
査
員
は
全
員
引
揚
げ
た
。

九
月
五
日
か
ら
十
日
ま
で
、

六
日
間
に
わ
た
っ
て
、

木
下
・
安
本
・
牟
田
口
・
柴
元
・

森

・
淵
上
の
調
査
員
は、

遺
物
の
実
測
と
整
理
に
当

り
、
九
月
十
日
を
も
っ
て
第
一
次
調
査
を
完
全
に
終
了
し
た
。
十
日
に
は
、
西
有
田
中
学
校
の
生
徒
の
協
力
を
え
て
、

西
有
田
町
全
域
に
わ
た
っ



て
石
器
類
の
散
布
地
を
調
査
し
、
遺
物
の
表
面
採
集
を
実
施
し
た
。

第
二
次
調
査
は
、
坂
の
下
遺
跡
を
対
象
と
し
て
、
十
一
月
二
十
七
日
か
ら
十
二
月
九
日
ま
で
実
施
し
た
が
、

気
温
が
さ
が
っ

て
寒
く
、

し
か
も

湿
地
帯
で
あ
っ
た
た
め
調
査
は
相
当
に
難
渋
し
た
。
十
二
月
六
日
か
ら
発
掘
と
一
部
埋
戻
し
作
業
を
併
行
し
て
実
施
し
、

七
日
・
八
日
の
二
日
間

は
、
実
測
と
埋
戻
し
作
業
を
行
な
い
、

八
日
に
は
現
地
で
の
作
業
を
完
了
し
た
。
九
日
に
は
、
道
具
と
遺
物
の
整
理
を
な
し
、

午
後
は
第
二
次
調

査
の
出
土
品
を
山
本
公
民
館
分
館
に
展
示
す
る
と
と
も
に
、

町
長
・
町
議
会
議
長
・
教
育
長
・
公
民
館
長
を
は
じ
め
地
元
関
係
者
を
呼
ん
で
報
告

会
を
催
し
、

調
査
期
間
中
に
お
け
る
地
元
の
協
力
に
つ
い
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
。
報
告
会
が
終
了
す
る
と
と
も
に
調
査
員
は
、

全
員
現
地
を
引

揚
げ
た
。

十
二
月
十
八
日
、

出
土
遺
物
の
整
理
を
行
な
い
、
十
九
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
西
有
田
町
公
民
館
に
お
い
て
、

西
有
田
町
縄
文
遺
跡
発
掘
調
査

展
示
会
を
開
催
し
た
。

発
掘
調
査
地
が
三
か
所
に
わ
た
っ
た
た
め
、
各
遺
跡
の
調
査
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
。

一
般
町
民
や
小
・
中
学
校
生
な
ど
の
参
観
が
あ
っ
て
、
有
意
義
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ぬ
す
ど
岩
洞
穴
で
は
、

未
発
掘
の
部
分
を
残
し
、
今
後

の
再
調
査
を
期
待
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
り
、
伊
古
石
第
二
遺
跡
で
は
、

二
本
の
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
た
だ
け
に
終
っ
た
た
め
、

堆
石
遺
構
の
性
格

を
十
分
に
究
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

ま
た
、
坂
の
下
遺
跡
に
お
い
て
は
貯
蔵
穴
の
調
査
の
み
に
終
り
、

遺
跡
の
全
体
を
究
め
る
こ
と
が

で
き
ず
住
居
跡
の
調
査
な
ど
は
、
今
後
の
調
査
に
ま
た
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

出
土
し
た
遺
物
も
石
器
・
土
器
の
他
、
木
の
実
や
木
材
あ
る
い
は
植
物
質
編
み
か
ご
な
ど
多
種
で
、

し
か
も
出
土
遺
物
数
も
多
く
、

こ
れ
が
整

理
に
相
当
の
期
聞
を
要
し
た
。
遺
物
の
整
理
は
、
主
と
し
て
森
醇
一
朗
が
佐
賀
大
学
考
古
学
研
究
会
員
の
協
力
を
え
て
実
施
し
た
。

九
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第
一
節

遺

跡

の

概

要

東
を
佐
賀
県
、
西
を
長
崎
県
に
二
分
す
る
国
見
山
系
の
裾

由

す

ど

野
、
標
高
三
六

0
メ
ー
ト
ル
の
中
尾
岳
の
山
中
に
盗
人
岩
洞

穴
は
位
置
す
る
。

正
面
に
伝
説
で
知
ら
れ
る
黒
髪
山
の
岩
肌
が
夕
日
に
霊
気

を
漂
よ
わ
せ
、
東
に
は
以
前
火
山
活
動
を
行
な
っ
て
い
た
腰

岳
が
な
だ
ら
か
な
ス
ロ
ー
プ
を
描
き
、
地
元
民
に
は

「
松
浦

富
士
」
と
し
て
愛
称
さ
れ
て
お
り
、

昭
和
三
十
六
年
の
日
本

考
古
学
協
会
西
北
九
州
調
査
特
別
委
員
会
の
調
査
に

ょ

っ

て、

黒
曜
石
の
原
産

地
と
し
て
広
く
学
会
に
知
ら
れ
た

の

で
あ
る
。

南
に
は
太
良
岳
の
山
な
み
が
連
な
り
、
さ
ら
に
黒
髪
山
の

か
な
た
に
は
背
振
の
山
々
が
か
す
か
に
見
え
る
。
眼
下
に
は

黒
髪
山
に
端
を
発
し
た
有
田
川
の
清
流
が
、
有
田
町
・
西
有

田
町
・
伊
万
里
市
内
を
蛇
行
し
、
伊
万
里
湾
に
流
れ
込
む
。

洞
穴
は
前
記
の
よ
う
に
視
界
の
非
常
に
よ
く
き
く
、
急
角

度
の
南
斜
面
の
県
有
林
の
杉
林
の
中
に
位
置
し、

砂
岩
の
風
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化
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
、
南
面
に
向
っ
て
閉
口
し
て
い
る
。

洞
穴
の
形
態
は
横
幅
約
十
二
メ
ー
ト

ル
、
奥
行
約
六
メ
ー
ト

ル
、
高
さ
約
五

・
二
メ
ー
ト
ル
の
比
較
的
小
さ
な
洞
穴
で
あ
る
。

洞
穴
の
前
面
は
平
坦
な
部
分
が
約
百
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
り
、

洞
穴
の
最
奥
部
よ
り
十
一

-
五
メ
ー
ト
ル
前
方
で
は
約
四
五
度
の
角
度
で
傾
斜

し
、
洞
穴
の
左
の
西
側
は
五
十
度
の
角
度
で
登
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
右
の
東
側
も
同
様
な
急
角
度
で
上
昇
す
る
。

こ
の
調
穴
の
東
側
約
百
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
地
点
に
大
早
魅
で
も
湧
水
を
出
す
水
源
が
あ
り
、

こ
の
湧
水
源
が
高
地
の
洞
穴
生
活
を
可
能
に
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

発
掘
調
査
地
点
は
洞
穴
の
中
央
部
の
南
北
に

2
×
8
メ
ー
ト
ル
の

A
ト
レ
ン
チ
と
、

B
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
、

一
区
画
2
×
2
メ
ー
ト
ル
で
北

よ
り
1
1
4
区
ま
で
区
切
り
、
合
計

λ
区
画
の
ト
レ
ン
チ
を
設
け
た
。

さ
ら
に

A
ト
レ

ン
チ
と

B
ト
レ
ン
チ
の
境
に
幅
三

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
の

壁
を
残
し
、

こ
れ
を
断
面
と
し
た
。
洞
穴
の
表
面
は
奥
よ
り
前
面
、

北
南
に
向
っ
て
傾
斜
し、

洞
穴
の
前
面
は
西
か
ら
東
に
向
っ
て
傾
斜
し
て
い

る
調
査
以
前
は
洞
穴
の
中
ま
で
雑
草
が
生
い
茂
り
、
洞
穴
の
関
口
部
分
は
上
か
ら
カ
ズ
ラ
が
カ
ー
テ
ン
の
よ
う
に
垂
れ
下
が
っ
て
い
た
。

第
二
節

層

位

と

遺

物

層

位

洞
穴
の
現
在
の
表
面
は
西
か
ら
東
へ
、

北
か
ら
南
へ
向
っ
て
傾
斜
し
、

洞
穴
の
ほ
ぼ
全
面
に
表
土
が
堆
積
し
て
お
り
、
地
表
と
洞
穴
の
天
井
と

の
最
低
高
は
一

-
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
層
位
は
全
部
で
六
層
に
分
離
で
き
る
が
、

そ
の
中
で
も
文
化
層
は
上
部
の
二
層
を
除
き
、

四
層
の
み
が

遺
物
を
出
土
す
る
い
わ
ゆ
る
生
活
層
で
あ
る
。

第
一
層
は
表
土
層
で
撹
乱
さ
れ
、
洞
穴
の
前
方
部
は
木
の
根
が
一
面
に
覆
っ
て
お
り
、
木
の
葉
が
腐
蝕
し
て
で
き
た
黒
褐
色
の
ひ
じ
よ
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四

う
に
軟
ら
か
い
土
質
で
あ
る
。
層
位
は
比
較
的
薄
く
、
遺
物
は
一
点
の
出
土
も
確
認
で
き
な
い
。

土
遺
物
は
第
一
一
層
と
同
様
確
認
で
き
な
い
。

第
二
層
は
昭
和
二
十
三
年
の
大
水
害
に
よ
っ
て
、
洞
穴
の
北
側
よ
り
流
れ
込
ん
だ
土
で
形
成
さ
れ
、
全
面
に
小
磯
が
混
入
し
て
お
り

な
お
出

第
三
層
は
土
が
ひ
じ
よ
う
に
黒
色
を
帯
び
、
第
三
層
に
変
化
を
す
る
と
同
時
に
遺
物
の
出
土
が
確
認
さ
れ
る
。

よ
っ
て
昭
和
二
十
三
年
の
水
害

ま
ず
こ
の
層
の
最
上
部
で
確
認
さ
れ
た
遺
物
は
、
剥
片
を
簡
単
に

に
よ
っ
て
、
第
三
層
の
上
層
の
一
部
の
層
が
流
出
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

(
番
号
は
土
色
を
表
わ
す
。
)

※
日
本
土
壌
協
会
、
基
準
土
色
帳
に
よ
る
。

第 l 層表 土

第 2 層 昭和23年水害流入土層

第 3 層黒褐色土層 (必35)

第 4A層帯赤褐色土層 (Ai.90) 

第 4B層暗帯赤褐色土層 (Ai.84) 

第 5 層濁黄櫨色土層 (Ai.27) 

基 盤砂 石~ 

第

4
図

層
位
別
土
色
模
式
図

盗人岩洞穴遺跡地層断面写真第 5図



調
整
し
た
石
鍛
(
剥
片
鉱
)
で
あ
る
。

さ
ら
に
剥
片
鉱
と
共
に
幅
の
比
較
的
狭
い
、
縦
長
の
剥
片
が
多
数
出
土
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
石
器
に
伴
う
土
器
と
し
て
は
中
期
の
阿
高
式
土
器
系
が
共
伴
し
て
お
り
、
後
期
の
土
器
(
型
式
判
定
不
可
能
)
も
出
土
し
て
い
る
。

第
三
層
下
部
に
な
る
と
面
を
丹
念
に
磨
い
て
あ
る
半
磨
製
石
鉱
が
出
土
す
る
。
こ
の
よ
う
に
剥
片
鉱
と
半
磨
製
石
鎌
の
出
土
状
況
が
分
離
で
き

る
こ
と
は
注
意
を
か
た
む
け
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

一
方
打
製
石
器
は
万
遍
な
く
各
層
位
に
関
係
な
く
出
土
す
る
。

第
四
層
は
二
層
に
分
離
で
き
、
最
初
第
四
A
層
の
帯
赤
褐
色
土
層
を
第
四
層
と
し
追
求
し
て
い
た
が
、
洞
穴
の
前
方
部
五
・
二
メ
ー
ト
ル
の
地

点
で
帯
赤
褐
色
土
層
の
中
に
「
レ
ン
ズ
状
」
に
暗
帯
赤
褐
色
土
層
が
は
い
り
こ
ん
で
お
り
、
こ
れ
を
分
離
し
、
帯
赤
褐
色
土
層
を
第
四

A
層
、
暗

帯
赤
褐
色
土
層
を
第
四

B
層
と
し
た
の
で
あ
る
。

第
四

A
層
は
洞
穴
奥
壁
よ
り
五
・
二
メ
ー
ト
ル
ま
で
は
単
一
層
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
第
四

B
層
が
は
い
り
込
み
、
第
四

A
層
が
第
四

B
層
を
「

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
」
す
る
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
こ
の
層
が
一
醤
落
石
が
多
く
、
こ
の
洞
穴
最
大
の
地
盤
変
化
の
時
期
で
あ
ろ
う
。

出
土
遺

物
は
第
四
A
層
上
部
で
楕
円
押
型
文
、
山
形
押
型
文
が
少
数
で
は
あ
る
が
出
土
し
、
こ
れ
に
伴
な
っ
て
半
磨
製
石
鉱
が
出
土
し
て
お
り
、

ま
た
、

平
沢
良
・
鈴
桶
両
遺
跡
で
発
見
さ
れ
て
い
る
石
核
や
、
前
記
両
遺
跡
発
見
の
石
刃
よ
り
少
々
小
形
の
石
刃
が
多
数
出
土
し
て
い
る
。

第
四
層
下
部
と
第
四
B
層
下
部
に
、
特
異
な
文
様
を
も
っ
土
器
と
し
て
、
櫛
目
文
土
器
が
多
数
出
土
し
て
お
り
、
土
器
と
し
て
の
出
土
は
と
の

櫛
目
文
が
一
番
多
い
。

第
四

B
層
は
洞
穴
前
方
部
五
・
二
メ
ー
ト
ル
か
ら
第
四

A
層
に
「
レ
ン
ズ
状
」
に
あ
り
、

洞
穴
の
奥
部
に
は
存
在
し
な
い
。

出
土
遺
物
は
第
四

A
層
と
同
一
類
で
あ
り
、

洞
穴
奥
壁
よ
り
五
・
二
メ
ー
ト
ル
前
方
部
に
出
土
遺
物
が
著
し
く
出
土
し
て
お
り
、
第
四
B
層
の
下
部
よ
り
櫛
目
文
土

器
が
多
数
出
土
す
る
。

第
五
層
は
基
盤
直
上
の
層
で
、
砂
質
を
含
む
濁
黄
穣
色
土
層
で
、

一
部
灰
色
土
層
を
な
し
て
お
り
、
水
分
を
多
く
含
み
、
砂
質
の
小
離
を
混
入

す
る
。
出
土
遺
物
は
石
槍
が
ひ
じ
よ
う
に
多
く
出
土
し
、
形
態
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。

さ
ら
に
こ
の
石
槍
に
伴
な
っ
て
隆
起
線
文
と
思
わ
れ
る
土

一
五



一ムハ

器
が
出
土
し
て
い
る
が
、
磨
耗
が
は
げ
し
く
確
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

第
五
層
の
下
が
砂
岩
の
岩
盤
で
、
洞
穴
前
方
部
に
向
か
っ
て
な
だ
ら
か
に
傾
斜
し
、
奥
壁
よ
り
約
七
・
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点
か
ら
三
五
度
の
角

度
で
傾
斜
す
る
。
今
回
の
調
査
で
奥
壁
よ
り
八
メ
ー
ト
ル
の
地
点
ま
で
発
掘
し
た
が
、
洞
穴
前
方
部
に
遺
物
が
集
中
し
て
お
り
、

さ
ら
に
そ
の
前

方
部
に
な
る
と
遺
物
の
出
土
が
多
量
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。

石

者E

(ー)

第
三
層
の
石
器

(第
六
図

1
I
叩
〕

三
層
出
土
の
石
片
の
大
部
分
は
黒
曜
石
で
、
ご
く
少
量
の
ナ
ヌ
カ
イ
ト
及
び
頁
岩
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
層
か
ら
は
阿
高
系
土
器
が
出
土

す
る
が
、
特
徴
的
な
共
伴
石
器
と
し
て
剥
片
鉱
が
見
ら
れ
る
。
代
表
的
な
も
の
を
器
種
毎
に
概
説
す
る
と
、

イ

長リ

片

鉱

〔

1
i
7〕

い
ず
れ
も
黒
曜
石
製
で
、
縦
長
剥
片
を
使
用
し
て
い
る
。
基
部
に
は
挟
り
込
み
を
つ
く
り
、

1 

2 

7
で
は
先
端
部
縁
辺
に
加
工
が
見

ら
れ
る
。
岡
高
系
土
器
を
主
体
と
す
る
坂
の
下
貯
蔵
穴
遺
跡
の
剥
片
鉱
に
酷
似
す
る
。

ロ

尖
頭
状
石
器

12 

23 
'---.J 

い
ず
れ
も
黒
曜
石
製
で
、
不
定
形
な
縦
長
剥
片
を
使
則
し

て
い
る
。

日
は
や
や
一
崩
平
で
、
両
面
に
調
整
が
見
ら
れ
る
が
基
部
が
や
や
密
で

あ
る
。
先
端
を
一
部
欠
失
し
て
い
る
。

ロ
は
粗
い
片
面
調
整
で
、
先
端
部
を
欠
失
す
る
。

お
は
基
部
と
先
端
部
表
面
の
一
部
に
自
然
面
を
残

し
て
い
る
が
、
両
面
と
も
に
や
や
密
な
調
整
を
施
し
て
い
る
。

ノ、

掻

器

17 

19 

20 

25 

26 

29 
'---.J 

い
ず
れ
も
黒
曜
石
製
で
、
口
、
幻
は
先
端
部
を
入
念
に
加
工
し
て
刃
部
を
形
成
し
た
最
も
形
の
と
と
の
っ
た
も
の
で
あ
る
。

却
は
辺
の
一

端
に
扶
り
込
み
を
形
成
し
、
お
は
幅
広
で
、
部
厚
な
縦
長
の
剥
片
に
粗
い
両
面
調
整
を
施
し
て
い
る
。

9 

19 

26 

却
は
刃
器
状
の
剥
片
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一
八

を
素
材
と
し
、

一
端
に
調
整
を
加
え
て
掻
器
と
な
し
て
い
る
。

い
ず
れ
も
縦
長
の
不
定

こ
の
他
、
三
層
の
掻
器
の
大
部
分
は
黒
曜
石
製
で
、

形
剥
片
を
素
材
に
し
て
、
粗
い
加
工
を
し
た
も
の
が
多
い
。
黒
曜
石
以
外
に
は
サ
ヌ
カ
イ
ト
、
頁
岩
製
の
も
の
が
若
干
見
ら
れ
る
。

自リ

器

22 

27 
、~

13 

16 

8
と
日
は
表
皮
を
残
し
た
剥
片
で
、
側
辺
に
粗
い
調
整
で
刃
部
を
形
成
す
る
。

日
は
幅
広
で
、
や
や
部
厚
な
剥
片
の
一
辺
と
他
辺
先
端
部

に
刃
部
を
形
成
す
る
。

辺
、
幻
は
刃
器
状
縦
長
剥
片
の
一
側
辺
先
端
部
に
僅
か
に
刃
部
を
形
成
す
る
。

こ
の
ほ
か
に
第
三
層
の
削
器
は
い
ず

れ
も
不
定
形
縦
長
剥
片
を
使
用
し
て
い
る
が
、
幅
広
で
部
厚
な
も
の
と
、

刃
器
状
の
も
の
に
大
別
さ
れ
る
。

ホ

刃
器
・
刃
器
状
剥
片

30 
'--.J 

19 

21 

28 

一
層
で
は
ロ
点
検
出
さ
れ
た
が
、

い
ず
れ
も
黒
曜
石
製
で
あ
る
。

一
般
的
な
形
と
し
て
、
幅
の
広
さ
に
対
し
て
短
小
で
あ
る
。

犯
の
よ
・
つ

に
並
行
す
る
縁
と
稜
を
も
っ
整
っ
た
も
の
も
あ
る
が
、
大
部
分
は
不
規
則
で
あ
る
。

ぜ、、

石

15 
'--.J 

核

石
核
の
原
石
は
残
さ
れ
た
自
然
面
か
ら
、
腰
岳
の
角
磯
状
の
黒
曜
石
を
使
用
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
剥
離
痕
は
三
な
い
し
四
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
左
右
両
端
中
央
の
順
序
を
示
し
て
い
る
。

一
応
の
調
整
打
面
が
見
ら
れ
る
。

(ニ)

第
四

A
層
の
石
器

〔
第
七
図
引

I
引〕

第
四
A
層
出
土
の
石
器
は
大
部
分
が
黒
曜
石
製
で
あ
る
が
、
ご
く
少
量
の
サ
ヌ
カ
イ
ト
、
砂
岩
お
よ
び
粘
板
岩
製
の
石
器
も
出
土
す
る
。

こ
の
層
の
石
器
は
上
部
に
押
型
文
土
器
を
、
下
部
に
櫛
目
文
土
器
を
共
伴
す
る
。

器
種
毎
に
代
表
的
な
も
の
を
概
観
す
る
と

イ

石

鎌

〔お

t
乃
〕

サ
ヌ
カ
イ
ト
製
6
点
(
缶
、

旬
、
日
)
を
除
い
て
他
は
黒
曜
石
製
で
あ
る
。

57 

4
点
(
位
、

58 

沌
)
は
乳

40 

41 

42 

そ
の
中
、



白
色
を
呈
す
る
。
技
法
上
大
別
す
る
と
、
打
製
石
銀
、
磨
製
石
鎖
、
剥
片
鎮
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
る
が
、

磨
製
は

5
点
(
弘
、

39 

54 

67 

内
)
、
剥
片
銀
は

1
点

(ω)
に
す
ぎ
ず
、
大
部
分
が
打
製
石
鉱
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
第
三
層
の
石
鉱
が
剥
片
鎮
の
み
で
あ
っ
た
の

と
対
照
的
で
あ
る
。

形
態
上
大
別
す
る
と
、
①
、

底
部
に
轡
曲
が
な
く
尖
頭
器
状
を
な
す
も
の

〔
弘、

36 

44 

56 

河
〕
②
、
底

41 

47 

52 

54 

55 

部
が
や
や
轡
曲
す
る
も
の

46 

49 

円

i

、

F
同
u

58 

67 

η
〕
③
、
底
部
が
鋭
角
的
に
扶
り
込
ま
れ
、
脚
端
の
尖
っ
た
も
の
〔

4

51 

63 

68 

河
〕
④
、
底
部
が
梯
形
状
に
轡
曲
し
、
脚
端
の
尖
っ
た
も
の

69 

70 

73 

74 

Fhυ

、

司

i

53 

門

i

、

門
/

内
〕
⑤
、
底

33 

部
が
梯
形
状
に
轡
曲
し
、
脚
端
が
切
断
さ
れ
た
如
き
形
状
の
も
の

59 

九
〕
に
分
類
さ
れ
る
。

こ
の
中
、
⑤
型
式
の
石
鉱
は
楕
円
押
型
文
土
器
に
共
伴
す
る
事
が
一
般
的
で
あ
る
が
、

こ
の
洞
穴
で
も
同
様
で
あ
る
。

ロ

石

〔引〕

錐

黒
曜
石
製
で
、
不
定
形
剥
片
の
先
端
を
両
面
か
ら
入
念
に
加
工
し
て
い
る
。

ノ、

尖
頭
状
石
器

90 
'---J 

〔

8

い
ず
れ
も
黒
曜
石
製
で
、
不
定
形
縦
長
剥
片
の
縁
辺
を
加
工
し
、
尖
頭
部
を
調
整
し
て
い
る
。
と
も
に
片
面
加
工
で
、

卯
は
一
部
に
自
然

面
を
残
し
て
い
る
。

掻
器
お
よ
び
削
器

87 

88 

89 
'---J 

82 

86 

∞
∞
は
表
面
は
自
然
面
を
有
す
る
不
定
形
の
黒
曜
石
剥
片
の
縁
辺
に
そ
れ
ぞ
れ
加
工
を
加
え
刃
部
を
形
成
し
た
掻
器
で
あ
る
。

位
は
安
山

山
石
、
他
は
す
べ
て
黒
曜
石
製
の
削
器
で
あ
る
。

却
は
刃
器
状
縦
長
剥
片
の
両
側
辺
や
一
辺
に
調
整
を
施
し
刃
部
を
形
成
す
る
い
ず

80 

86 

れ
も
片
面
加
工
で
あ
る
。

貯
は
不
定
形
剥
片
の
轡
曲
部
に
挟
り
入
り
の
刃
部
を
形
成
し
、
自
然
面
を
多
く
残
す。

ホ

刃

器

84 
'---J 

九
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黒
曜
石
製
で
、
稜
と
縁
は
並
行
し
、
三
層
の
も
の
に
比
し
狭
長
で
、

整
っ
て
い
る
。

~ 、、

石

〔
別
〕

核

第
三
層
出
土
の
石
核
と
同
じ
技
法
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

図
示
し
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、

こ
の
層
か
ら
粘
板
岩
製
の
凹
石
と
砂
岩
製
の
磨
石
が
出
土
し
た
。

い
ず
れ
も
約
半
分
を
欠
損
し
て
い
る
。

(三)

〔第
八
図
位

I
川〕

こ
の
層
は
櫛
目
文
土
器
を
包
含
す
る
。
石
器
は
一
ニ

・
四

A
層
に
比
し
て
量
的
に
約
半
分
で
あ
る
。
代
表
的
な
も
の
を
器
種
毎
に
概
観
す
る
と

第
四

B
層
の
石
器

イ

石

〔
旬
、

t
m〕

鉱

山
山
の
サ
ヌ
カ
イ
ト
以
外
は
す
べ
て
黒
曜
石
製
、
磨
製
は
山
の
み
で
、
剥
片
鉱
は
見
ら
れ
な
い
。
形
態
上
も
第
四

A
層
と
は
異
な
り
、
底

部
の
扶
り
込
み
は
鋭
角
な
も
の
は
少
な
く
、
梯
形
と
の
中
聞
を
示
す
。
大
き
さ
も
、
半
数
は
長
さ
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
。
鍬
形

石
鉱
・
二
等
辺
三
角
形
を
示
す
も
の
は
見
ら
れ
な
い
。
第
四
A
層
と
の
時
間
的
相
違
が
考
え
ら
れ
る
。

ロ

尖

〔刷、

105 
'--J 

頭

器

山
一
は
黒
曜
石
製
で
、
全
面
に
細
か
な
加
工
が
施
さ
れ
て
い
る
。
両
面
加
工
で
あ
る
。

聞
は
安
山
岩
の
縦
長
剥
片
に
粗
い
加
工
が
施
さ
れ
、

盗
人
岩
出
土
中
、
最
も
大
型
の
も
の
で
あ
る
。
両
面
加
工
。
多
久
市
三
年
山
遺
跡
の
尖
頭
器
技
法
に
類
似
し
て
い
る
。

掻
器
お
よ
び
削
器

107 

108 

109 

110 
'--J 

ノ、

〔

m、

山
は
横
長
の
安
山
岩
剥
片
の
片
面
加
工
で
刃
部
を
形
成
し
た
掻
器
で
、

こ
の
遺
跡
で
は
例
外
で
あ
る
。

間
は
黒
曜
石
の
幅
広
い
縦
長
剥

片
の
打
撃
部
と
側
辺
に
加
工
を
施
し
た
掻
器
で
あ
る
。

間
は
黒
曜
石
の
縦
長
剥
片
、
自
然
面
の
側
辺
部
に
加
工
を
施
し
、
轡
曲
し
た
刃
部
を

形
成
し
た
削
器
で
あ
る
。

m
は
安
山
岩
の
幅
広
く
、

こ
の
遺
跡

一崩
平
な
縦
長
剥
片
の

一
側
辺
に
加
工
を
施
し
て
刃
部
を
形
成
し
た
削
器
で
、
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で
は
特
異
な
も
の
で
あ
る
。

川
は
黒
曜
石
の
幅
広
く
、
扇
平
な
縦
長
剥
片
の
両
側
辺
に
加
工
を
施
し
、
刃
部
を
形
成
し
た
削
器
で
あ
る
。

刃
器
状
剥
片

〔
肌
〕

自
然
、
面
を
一
部
残
し
、
稜
と
縁
は
並
行
し
な
い
不
定
形
で
あ
る
。
刃
器
状
掻
器
に
近
い
と
思
わ
れ
る
が
、

一
応
こ
こ
に
分
類
す
る
。

(四)

第
五
層
の
石
器

〔第
図

m
l
m〕

第
五
層
の
特
徴
的
石
器
は
、
両
面
に
わ
た
っ
て
徴
細
に
剥
離
調
整
さ
れ
た
石
槍
で
あ
る
。
第
三
、
第
四
A
、
第
四

B
層
で
は
全
く
検
出
さ
れ

ず
、
こ
の
層
に
の
み
包
含
さ
れ
る
。
共
伴
す
る
土
器
は
磨
耗
の
た
め
判
然
と
は
し
な
い
が
、
隆
起
線
文
土
器
と
思
わ
れ
る
。

イ

尖

〔川
、
山
〕

山
は
ナ
ヌ
カ
イ
ト
、
山

は
黒
曜
石
製
で
、

頭

器

い
ず
れ
も
縦
長
の
剥
片
を
使
用
し
て
い
る
。

川
は
並
列
的
に
細
か
く
剥
離
調
整
さ
れ
る
が
、

ロ

サ
ヌ
カ
イ
ト
製
の
山
は
や
や
粗
い
調
整
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
第
一
次
剥
離
の
打
撃
痕
は
消
去
し
て
い
る
。

石

槍

〔

山
、
山
、
山
、
山
、

山〕

い
ず
れ
も
サ
ヌ
カ
イ
ト
製
で
、
縦
長
剥
片
を
使
用
し
、
押
圧
剥
離
で
両
面
を
徴
細
に
調
整
し
て
い
る
。
中
で
も
山、

山
は
微
細
を
き
わ

め
、
肌
面
は
平
滑
を
呈
し
て
い
る
が
、
緩
い
稜
を
縦
貫
さ
せ
る
。

112 

山
一
は
中
央
部
で
の
欠
折
物
で
は
な
く
、
意
識
的
に
尾
部
が
断
ち
切
ら

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

剥
離大
のき
徴さ
細は
な 111
111 7.うミ
、 最

大
で

川
が
標
準
で
あ
る
。
形
態
的
に
は
す
べ
て
葉
状
で
あ
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
若
干
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。
磨
耗
痕
は

山
に
特
に
著
し
い
。

ノ、

掻
器
お
よ
び
剥
器

Fh

u

p

h
u
J
 

ワ
ム

ワ
山

一

い
ず
れ
も
黒
曜
石
製
の
不
定
形
縦
長
剥
片
を
使
用
し
て
い
る
。

r---¥ 

114 

119 

は
側
辺
の
一
部
に
組
い
二
次
加
工
を
施
し
た
両
面
加
工
の
削
器
。

問
は
一
部
自
然
面
を
残
し、

先
端
に
刃
部
を
形
成
し
た
掻
器
で
あ
る
。
山

川
は
部
厚
い
、
幅
広
の
縦
長
剥
片
の
側
辺
に
粗
い
加
工
を
施
し
た
両
面
加

一一
一
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工
の
大
型
削
器
。

m
は
自
然
面
を
一
部
残
し
、

加
工
の
意
図
が
強
く
、
小
型
の
場
合
は
む
し
ろ
、 一

側
辺
に
轡
曲
す
る
刃
部
を
二
次
的
に
形
成
し
た
削
器
で
あ
る
。
大
型
の
も
の
程
、
整
形
的

刃
器
、

〔問
、

123 
'--.J 

刃
部
形
成
を
明
確
に
意
図
し
て
い
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。

刃
器
状
剥
片

122 

つ山
、

凶
は
二
本
の
稜
と
縁
が
並
行
す
る
が
、
他
は
い
ず
れ
も
不
規
則
で
あ
り
、

い
ず
れ
も
黒
曜
石
製
で
あ
る
。

問
で
は
自
然
面
を
側
辺
に
一
部

残
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
縦
長
の
刃
器
に
近
い
剥
片
を
求
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
完
全
な
石
刃
技
法
に
よ
ら
な
い
剥
離
に
起
因
す
る
と
思

わ
れ
る
。立

第 3層 第 4A層第 4B層 第 5層

阿高
(上)押型文

櫛目文 隆起線文(下)櫛目文

8 48 

石錐 l 

尖 頭 器 5 7 4 3 
尖頭状石器

石 槍 8 

掻 器 22 18 9 10 

自リ 器 18 22 9 7 

刃器 ・刃 13 15 3 7 
器状剥片

石 核 3 3 1 

磨 石 l 

凹 石 1 1 1 

長リ 片
多 数 多 数 若 干 若 干

石 片

層位別石器組成表

(五)
ホ

石

〔
以
〕

核

第
三
層
出
土
の
石
核
と
同
じ
く
、
不
定
形
の
平
沢
良
型
石
核

で
あ
る
。

総

括

こ
の
遺
跡
の
層
位
別
石
器
組
成
は
上
表
の
と
お
り
で
あ
る
が
、

こ
こ
に
あ
げ
た
以
外
に
も
採
択
す
べ
き
剥
片
は
更
に
多
い
か
も
知

f
v
h
L

、、
o

t
ゅ
ん
し

し
か
し
、
石
核
に
見
る
如
く
、

技
法
的
に
不
定
形
な
も

の
が
多
い
の
で
、
そ
の
認
定
が
む
ず
か
し
く
、
比
較
的
に
形
の
整

第10図

っ
た
も
の
の
み
を
厳
選
し
た
か
ら
で
あ
る
。

と
は
一
一
一口
う
も
の
の
、

こ
の
類
別
は
盗
人
岩
洞
穴
遺
跡
の
ご
く

お
お
ま
か
な
石
器
の
性
格
志
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
遺

跡
の
未
発
掘
部
分
の
調
査
が
将
来
実
施
さ
れ
た
時
に
は
、

質
、
量

五



ニムハ

共
に
今
回
の
調
査
で
不
十
分
な
点
も
補
正
さ
れ
る
も
の
と
思
う
。

前
項
ま
で
に
層
位
別
に
、
個
々
の
資
料
に
つ

い
て
具
体
的
に
説
明
し
て
き
た
が
、
こ
こ
で
そ
れ
を
総
括
的
に
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な

る
一
、
盗
人
岩
洞
穴
遺
跡
の
石
器
群
は
各
層
と
も
、
腰
岳
の
黒
曜
石
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
。

二
、
第
三
層
の
阿
高
系
土
器
文
化
に
は
剥
片
石
錬
が
特
徴
的
で
あ
る
。

三
、
第
四

A
層
の
押
型
文
・
櫛
目
文
土
器
文
化
に
は
打
製
石
鎌
が
特
徴
的
で
、
鍬
型
石
鍍
を
含
む
。

四
、
第
三
層
、
第
四

A
層
を
通
じ

て
、
他
の
石
器
の
量
も
豊
富
で
あ
る
。

五
、
第
四
B
層
の
櫛
目
文
土
器
文
化
で
は
、
小
形
石
鎌
が
多
く
、
掻
器
・
削
器
に
は
大
型
で
組
い
加
工
の
も
の
が
多
い
。

六
、
第
五
層
の
隆
起
線
文
土
器
文
化

?
で
は
、
微
細
な
押
圧
剥
離
を
施
し
た
石
錬
が
特
徴
的
で
、
尖
頭
器
も
定
型
化
し
た
も
の
が
多
い
。
掻
器

-
削
器
に
は
大
型
で
粗
い
加
工
の
も
の
が
多
い
。
石
錬
は
一
本
も
検
出
さ
れ
な
い
。

七
、
第
四
B
層
、
第
五
層
を
通
じ
て
他
の
石
器
の
量
が
著
し
く
減
少
す
る
。

/¥. 

「
平
沢
良
型
」
と
称
さ
れ
る
剥
離
技
術
が
、
石
核
、
剥
片
に
見
ら
れ
、

不
定
型
な
石
器
を
作
り
出
し
て
い
る
。

九
、
小
瀬
ガ
沢
洞
窟
遺
跡
の
隆
起
線
文
土
器
+
石
槍
、
櫛
目
文
土
器
十
石
槍
の
組
成
が
、
盗
人
岩
洞
穴
で
は
隆
起
線
文
土
器
+
石
槍
の
組
成
を

示
し、

第
四

B
層
の
櫛
目
文
土
器
と
は
共
伴
し
な
い
。
こ
れ
は
地
域
的
な
差
異
に
基
づ
く
も
の
と
単
に
解
し
て
よ
い
だ
ろ

う
か
。

十
、
こ
の
遺
跡
に
は
、
県
内
各
地
に
数
多
く
発
見
さ
れ
て
い
る
ナ
イ
フ
型
石
器
の
出
土
が
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
長
崎
県
福
井
岩
陰
遺
跡

に
共
通
し
て
い
る
。

以
上
、
個
々
の
資
料
、
他
遺
跡
と
の
比
較
な
ど
十
分
な
検
討
を
果
さ
ず
、
非
常
に
組
雑
な
総
括
と
な
っ
た
が
、
当
遺
跡
の
残
存
部
分
の
調
査
に

よ
り
、
こ
の
粗
雑
さ
も
補
正
さ
れ
る
事
を
念
じ
る
。
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考
古
学
講
座

3
」

山

河

出

書
房
「
日
本
の
考
古
学
2
」

「
日
本
の
考
古
学
1
」

大
分
県
教
育
委
員
会
「
黒
山
遺
跡
緊
急
発
掘
調
査
」

有
光
教

「
朝
鮮
櫛
目
文
土
器
の
研
究
」

土

器

(ー)

第
三
層
上
部

(
図
一
一

)

第
三
層
上
部
で
文
様
を
持
つ
土
器
は
一
点
の
み
で
、

他
に
無
文
土
器
が
少
数
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
土
器
は
胎
土
に
多
量
の
滑
石
を
混
入
し

て
お
り
、
焼
成
は
比
較
的
良
好
で
、

口
縁
の
縁
は
波
状
を
な
し
、
文
様
は
口
縁
部
の
み
に
へ
ラ
状
の
施
文
具
で
措
い
た
よ
う
な
文
様
で
、
熊

本
県
阿
高
貝
塚
出
土
の
土
器
に
比
定
で
き
、
縄
文
時
代
中
期
に
編
年
的
位
置
ず
け
さ
れ
て
い
る
土
器
と
同
類
で
あ
る
。

一一
第
三
層
下
部

(図
一
ニ
)

二
七



第三層上部土器拓影(十〉第11図

八

第
三
層
下
部
に
お
い
て
文
様
を
も
っ
土
器
片
は
、

こ
の
貝
殻
条
痕
文
土
器
一

第三層下部土器拓影(十〉

点
の
み
で
あ
る
。

九
州
に
お
け
る
見
殻
条
痕
文
土
器
は
、
普
通
、

熊
本
県
轟
員
塚
出
土
の
土

器
を
標
準
と
し
て
「
轟
式
土
器
」
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
轟
員
塚
出
土
の
土
器
型
式
名
は
古
い
順
に
、
轟

A

式
・
轟

B
式
・
轟

C
式
・
轟

D
式
の
記
号
を
用
い
四
型
式
に
分
類
さ
れ
て
い

る
。
当
遺
跡
出
土
の
員
殻
条
痕
文
土
器
は
轟
A
式
に
比
定
さ
れ
る
も
の
で
、

第12図

胎
土
に
は
砂
質
を
多
く
含
む
が
、
焼
成
が
良
い
た
め
文
様
も
は
っ
き
り
残
つ

て
い
る
。

文
様
は
「
ハ
イ
ガ
イ
」
を
施
文
具
に
使
用
し
、
員
の
背
の

「
凸
凹
」
を
利

用
し
、
表
裏
全
体
に
深
い
条
痕
文
を
施
し
て
お
り
、

不
整
い
の
粗
い
文
様
で
施
文
す
る
と
同
時
に
、

土
器
面
の
調
整
を
行
な
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
、
後
者
の
器
面
調
整
の
目
的
が
強
い
感
じ
を
与
え
る
。

第
四

A
層
上
部
(
図
一
三
)

こ
の
施
文
工
具
に
黒
曜
石
の
石
器
を
用
い
種
々
の
文
様
を
刻
み
、

押
型
文
の
施
文
方
法
は
、
断
面
が
ほ
ぼ
円
形
の
棒
状
の
工
具
を
使
用
し
、

強
く
押
し
、
回
転
(
回
転
押
圧
〉
す
る
方
法
で
あ
る
。

施
文
さ
れ
た
棒
状
の
工
具
(
施
文
工
具
)
を
半
乾
き
の
柔
か
い
土
器
面
に
当
て
、

さ
ら

に
施
文
原
体
を
用
い
文
様
を
土
器
面
に
装
飾
す
る
の
み
で
な
く
、
土
器
面
調
整
の
役
割
を
も
兼
ね
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
、
山
形
押
型
文

九
州
に
お
け
る
押
型
文
土
器
の
文
様
構
成
は
大
ぎ
く
分
け
、
次
の
三
種
類
に
大
別
さ
れ
る
。



一
、
楕
円
押
型
文

一
、
格
子
目
押
型
文

当
遺
跡
に
お
い
て
は
他
遺
跡
発
見
の
押
型
文
と
大
差
は
な
く
、
出
土
量
は
少
な
い
が
楕
円
押
型
文
土
器
を
第
一
類
、
山
形
押
型
文
を
第
二
類

と
分
類
し
た
。

① 

第

類
(
楕
円
押
型
文
土
器
)

ー
は
文
様
が
ほ
ぼ
円
形
を
な
し
て
お
り
、
文
様
の
粒
も
比
較
的
小
さ
く
整
然
と
施
文
さ
れ

第
一
類
の
楕
円
押
型
文
土
器
は
二
点
出
土
し
、

の
と
思
わ
れ
る
。

施
文
原
体
に
規
則
正
し
く
調
刻
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
胎
土
も
粘
土
質
の
土
を
使
用
し
、

比

較

的

高

温

度

で

焼

成

さ

れ

た

も

2

の
文
様
は
不
整
い
で
、

一
見
す
る
と
山
形
文
に
見
え
る
が
楕
円
を
な
し
て
お
り
、
土
器
面
が
半
乾
き
の
柔

か
い
時
期
に
施
文
原
体
を
強
く

第 4A層上部土器拓影 (十)

回
転
押
圧
し
た
形
跡
が
あ
り
、

文
様
が
つ
ぶ
れ
て
い
る
。
胎
土

に
は
砂
質
を
多
量
に
含
み
、

た

い
へ
ん
も
ろ
く
焼
成
も
低
温
度

の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
二
類
土
器

② 

(
山
形
押
型
文

土
器
)

第13図

第
二
類
土
器
の
山
形
押
型
文

は
第
一
類
土
器
の
楕
円
押
型
文

二
九



1 
と
同
様
二
点
の
み
の
出
土
で
あ
る
。

は
口
縁
部
の
み
に
山
形
文
様
が
施
文
さ
れ
て
、

あ
る
。
器
形
は
不
明
で
あ
る
が
、

O 

口
縁
部
よ
り
胴
部
に
し
た
が
っ
て
文
様
が
薄
く
な
っ
て
お
り
、
文
様
不
整
い
で

た
い
へ
ん
硬

口
縁
は
や
や
外
反
し
て
お
り
、
胎
土
は
粘
土
質
の
土
で
、
高
温
度
で
焼
成
さ
れ
た
よ
う
で
、

い
。
当
遺
跡
出
土
の
押
型
文
土
器
の
中
で
も

一
一
番
下
層
よ
り
出
土
し
て
い
る
土
器
で
あ
る
。

‘' 第 4A・第 4B層下部
櫛目文土器第 1類

第14図

2
は
l
に
比
べ
文
様
は
整
然
と
し
て
お
り
、
刻
み
も
深
く
は
っ
き
り
と
施
文
さ
れ
て

で
あ
る
。

い
る
。
土
器
断
面
は
厚
く
、
胎
土
に
は
多
量
の
砂
質
を
含
み
、

(四)

た
い
へ
ん
も
ろ
い
土
器

第
四

B
層
下
部
・
第
四

A
層
下
部

(櫛
目
文
土
器
)

当
遺
跡
は
第
四

B
層
下
部
・
第
四
A
層
下
部
の
土
器
の
出
土
が
一

番
多
量
で
、
文
様
は

二
種
類
か
ら
な
っ
て
お
り
、
第
一
類
土
器
は
第
四

B
層
下
部
・
第
四
A
層
下
部
か
ら
出
土

し、

第
二
類
土
器
は
第
四
A
層
下
部
よ
り
一
点
の
み
出
土
し
て
い
る
。

第15図

第 4A下部層櫛目文土器

第二類(ナ)

① 

第
一
類
土
器
(
図
一
四
)

第
四
A
層
下
部
、
第
四
B
層
下
部
か

ら
出
土
す
る
土
器
文
様
の
ほ
と
ん
ど

1うE

こ
の
文
様
を
も
っ
土
器
で
あ
り
、

黄
褐
色
を
呈
し
、
胎
土
に
は
砂
質
を
多

量
に
混
入
し
て
お
り
、
た
い
へ
ん
も
ろ

い
土
器
片
で
あ
る
。

口
縁
は
平
縁
で
あ



り
、
器
形
は
尖
底
も
し
く
は
丸
底
を
な
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

文
様
は
整
然
と
施
文
さ
れ
、
二
本
以
上
の
歯
を
も
っ
櫛
状
の
施
文
具
に
よ
っ
て
、

口
縁
部
よ
り
垂
直
も
し
く
は
右
よ
り
の
角
度
で
五
段
に

区
切
っ
て
、

口
縁
部
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
施
文
さ
れ
て
お
り
、

西
北
九
州
に
お
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
発
見
例
が
な
く
、
特
異
な
文
様

を
も
っ
土
器
で
あ
る
。

② 

第
二
類
土
器
(
図
一
五
)

第
二
類
土
器
は
第
四

A
層
下
部
よ
り
一
点
の
み
出
土
し
た
も
の
で
、
器
面
全
体
に
「
ス
ス
」
が
付
着
し
て
お
り
、
焼
成

・
胎
土
・

器
形

・

施
文
具
等
は
ほ
ぼ
第
一
類
土
器
と
同
一
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
施
文
方
法
に
異
な
る
点
が
う
か
が
わ
れ
る
。

第

一
類
土
器
は
櫛
状
の
施
文
具
に
よ
っ
て
、
土
器
の
口
縁
部
を
な
で
下
し
た

「
有
線
文
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

第
二
類
土
器
の
文
様
は
施
文

具
を
土
器
面
に
突
き
刺
し
た

「
刺
突
文
」
で
あ
る
。
第
一
類
土
器
が
五
段
に
区
切
っ
て
あ
る
の
に
対
し
て
、
第
二
類
土
器
は
三
段
に
区
切
っ
て
あ

る

以
上
の
こ
と
か
ら
第
一
類
土
器
と
第
二
類
土
器
の
文
様
構
成
は
、

点
と
線
に
異
る
が
、
施
文
具
は
同
一
の
も
の
で
あ
り
、
九
州
に
お
い
て
も
特

異
な
文
様
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

こ
れ
を
一
応
「
西
有
田
式
」
と
仮
称
し
て
お
く
。

(
佐
賀
県
内
に
お
け
る
押
型
文
土
器
出
土
地
〉

l 

西
松
浦
郡
西
有
田
町
中
尾
岳

盗
人
岩
洞
穴
遺
跡

2 

西
松
浦
郡
西
有
田
町
山
本

伊
古
石

A
遺
跡

3 

西
松
浦
郡
西
有
田
町
山
本

伊
古
石
B
遺
跡

4 

西
松
浦
郡
西
有
田
町
山
本

矢
杖
台
地
遺
跡

5 

伊
万
里
市
二
里
町
大
里

白
幡
台
地
遺
跡

6 

伊
万
里
市
東
山
代
町
脇
野

白
蛇
山
岩
蔭
遺
跡

7 

唐
津
市

西
唐
津
海
底
遺
跡

8 

唐
津
市
枝
去
木

分
校
入
口
遺
跡

9 

唐
津
市
佐
志
町

笹
の
尾
遺
跡

10 

東
松
浦
郡
相
知
町

千
束
遺
跡



一一一一一

11 

多
久
市
西
多
久
町

綿
打
遺
跡

12 

小
城
郡
三
日
月
町

龍
王
遺
跡

13 

神
埼
郡
東
背
振
村
字
三
津

戦
場
ケ
谷
遺
跡

14 

神
埼
郡
三
瀬
村
宇
藤
原

狂
言
平
遺
跡

第
三
節

企，;1.
11¥心、

括

国
見
連
山
の
裾
野
に
位
置
し
、
黒
曜
石
の
原
石
を
産
す
る
腰
岳
に
近
接
す
る
こ
の
盗
人
岩
洞
穴
遺
跡
は
生
活
利
器
で
あ
る
石
器
の
原
料
が
労
せ

ず
し
て
手
に
入
り
、
洞
穴
の
周
囲
は
「
山
の
幸
」
が
生
息
し
、

ひ
と
走
り
山
を
下
れ
ば
有
田
川
の

「
川
の
幸
」
が
取
れ
、
川
を
丸
木
舟
で
下
れ
ば

波
静
か
な
伊
万
里
湾
の
「
海
の
幸
」
が
簡
単
に
手
に
は
い
る
と
い
う
、
自
然
物
採
集
経
済
下
の
原
始
時
代
に
お
い
て
、
南
面
に
閉
口
し
て
い
る
こ

の
洞
穴
は
天
然
の
住
居
と
し
て
最
適
の
地
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

前
記
の
よ
う
な
自
然
環
境
に
よ
り
、
有
田
川
の
流
域
の
河
岸
段
丘
上
に
多
く
の
遺
跡
が
点
在
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
の
盗
人
岩
洞

穴
遺
跡
と
編
年
的
に
系
統
だ
っ
た
遺
跡
が
存
在
せ
ず
、

さ
ら
に
県
内
に
お
い
て
も
比
較
検
討
さ
れ
る
遺
跡
も
ほ
と
ん
ど
な
い
状
態
で
あ
り
、
腰
岳

の
裾
野
に
位
置
す
る
平
沢
良
、
鈴
桶
両
遺
跡
以
外
に
は
遺
物
包
含
層
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
盗
人
岩
洞
穴
遺
跡
の
今
回
の
発
掘
調
査
で
多
く
の
問
題
を
提
起
し
、
西
北
九
州
縄
文
時
代
編
年
に
有
意
義
な
資
料
を
導
ま
出
し
た
の
で

あ
る
。ま

ず
特
記
で
き
る
こ
と
の
ひ
と
つ
に
、

盗
人
岩
洞
穴
で
は
土
器
の
出
土
量
よ
り
石
器
の
出
土
が
は
る
か
に
多
量
で
あ
る
こ
と
で
、
山
間
部
の
住

居
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
石
器
の
武
器
で
動
物
を
取
り
、
肉
食
生
活
が
主
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

土
器
は
細
片
で
あ
り
、

器
形
す
ら
推
定
複
元
の
可
能
性
は
全
く
な
い
。

し
か
し
土
器
の
出
土
は
徴
量
で
あ
る
が
、
特
異
な
文
様
を
有
す
る
。

上
層
出
土
の
土
器
は
胎
土
に
多
く
の
滑
石
を
混
入
し

、
波
状
口
縁
で
太
い
沈
線
文
が
口
縁
部
の
み
に
施
文
さ
れ
て
お
り
、

縄
文
時
代
中
期
に
位

置
す
る
も
の
と
思
わ
れ
、
九
州
全
域
に
分
布
閤
を
も
っ
時
期
の
も
の
で
あ
る
が
、
西
北
九
州
、
特
に
玄
海
灘
に
面
す
る
遺
跡
よ
り
出
土
す
る
土
器



に
滑
石
の
混
入
が
著
し
い
よ
う
で
あ
る
。
当
遺
跡
で
は
出
土
例
が
少
な
い
が
、
眼
下
の
坂
の
下
遺
跡
で
は
同
類
の
土
器
片
が
発
掘
面
積
に
対
し
て

莫
大
な
量
を
出
土
し
て
お
り
、
中
期
に
な
る
と
生
活
の
場
所
が
山
間
部
か
ら
平
地
に
下
っ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
洞
穴
に
土
器
が
少
な
い
と
こ

ろ
か
ら
、

「
山
の
幸
」
を
求
め
て
山
中
に
狩
り
に
登
っ
た
時
に
一
時
的
に
使
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
坂
の
下
遺
跡
や
そ
の
近
接
地
で
多
量
発
見

さ
れ
て
お
る
剥
片
鉱
が
多
数
共
伴
し
て
い
る
。

こ
の
中
期
に
類
す
る
文
様
の
土
器
は
、

県
内
に
お
い
て
は
唐
津
市
の
西
唐
津
海
底
遺
跡
、
東
松
浦
郡
鎮
西
町
の
赤
松
海
岸
遺
跡
で
多
量
に
出
土

し
て
お
り
、

近
接
す
る
長
崎
県
で
は
国
見
連
山
の
西
北
に
岩
下
洞
穴
遺
跡
が
所
在
す
る
。

こ
の
遺
跡
の
第
三
層
の
土
器
と
共
に
平
沢
良
・
鈴
桶
両
遺
跡
で
出
土
し
て
い
る
石
核
(
不
定
形
コ
ア

l
)
に
類
似
す
る
石
核
が
少
数
で
あ
る
が

共
伴
し
て
お
り
、

「考
古
学
雑
誌
」
第
五
十
一
巻
三
号
に
お
い
て
問
題
提
起
が
な
さ
れ
て
お
り
、
今
後
注
意
を
は
ら
う
必
要
が
あ
ろ
う
。

押
型
文
土
器
は
全
国
的
に
分
布
し
て
い
る
が

県
西
部
に
お
け
る
層
位
的
出
土
は
最
初
で
あ
り
、
楕
円
押
型
文
土
器
と
山
形
押
型
文
土
器
が
層

位
的
上
下
関
係
を
示
し
て
お
り
、
特
に
山
形
押
型
文
に
お
い
て
は
川
原
田
洞
穴
遺
跡
出
土
の
土
器
に
類
似
し
て
お
り
、
押
型
文
土
器
の
中
に
お
い

て
も
古
い
時
期
に
位
置
す
る
も
の
と
恩
わ
れ
る
。

当
遺
跡
出
土
の
土
器
の
中
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
下
層
出
土
の
櫛
目
文
土
器
で
あ
ろ
う
。
こ
の
櫛
目
文
土
器
は
文
様
構
成
は
点
と
線
か
ら
な
る

二
種
類
の
文
様
が
あ
る
が
、
施
文
原
体
は
同
一
の
も
の
で
あ
る
う
。
層
位
的
関
係
で
押
型
文
土
器
と
分
離
で
ぎ
、
押
型
文
土
器
よ
り
下
層
に
出
土

す
る
。層

位
的
に
出
土
し
た
こ
の
櫛
目
文
土
器
の
分
布
は
九
州
に
お
い
て
い
ま
ま
で
出
土
例
が
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
土
器
に
極
め
て
類
似
す

る
文
様
を
も
っ
土
器
と
し
て
は
、
新
潟
県
の
小
瀬
ケ
沢
洞
穴
が
あ
る
。
小
瀬
ケ
沢
洞
穴
を
調
査
さ
れ
た
長
岡
市
立
科
学
博
物
館
の
中
村
孝
三
郎
氏

は
、
当
遺
跡
下
層
出
土
の
櫛
目
文
土
器
を
「
よ
り
ユ

l
ラ

νア
大
陸
の
古
代
文
化
系
土
器
の
息
吹
き
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
」
と
、
問
題
提
起
を
な

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、

目
を
大
陸
・
特
に
朝
鮮
半
島
に
移
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

一一一
一一



四

朝
鮮
半
島
は
盗
人
岩
洞
穴
遺
跡
と
は
近
接
し
て
り
、

砂田
畑
系
統
の
土
器
に
類
似
す
る
土
器
が
朝
鮮
半
島
に
も
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

こ
の
櫛
目
文

土
器
に
お
い
て
も
朝
鮮
半
島
出
土
の
櫛
目
文
土
器
に
比
較
検
討
す
る
の
も
一
手
段
と
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
特
に
九
州
に
お
い
て
出
土
例

?Tm  
也-ー一一一一一ー有国 -
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が
な
い
現
時
点
に
お
い
て
は

必
要
と
考
え
る
。

朝
鮮
半
島
出
土
の
櫛
目
文

土
器
を
知
る
た
め
に
は
、
有

光
教
一
氏
の
研
究
論
文
で
あ

出土状況

る

「朝
鮮
櫛
目
文
土
器
の
研

究
」
が
あ
る
。

こ
の
論
文
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
図
版
中

石槍の

に
、
ベ

T
o
J
t
(ソ
ク
ル
)

近
郊
の
岩
寺
里
(
の
宮
守
-
)

第17図

遺
跡
出
土
の
尖
底
の
櫛
目

文
土
器
が
あ
り
、
文
様
が
六

段
に
区
切
っ
て
あ
る
。

」F

」

」F」

で
異
な
る
の
は
盗
人
岩
洞
穴

出
土
の
文
様
は
五
段
と
い

う
こ
と
だ
け
で
、
文
様
は
類



似
す
る
。

そ
の
他
、

釜
山
近
郊
の
東
三
洞
(
吋
。

Z
ロ
含
)
遺
跡
、
平
壌
近
郊
の
羅
津
(
河
2
E
D
)
遺
跡
等
出
土
の
櫛
目
文
土
器
に
類
似
点
が
見
ら

れ
る
こ
と
に
注
意
を
は
ら
い
た
い
。
こ
の
櫛
目
文
土
器
は
朝
鮮
半
島
に
お
い
て
、

い
ま
だ
編
年
の
確
立
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
九
州
に
お
け
る
出

即
朝
鮮
半
島
と
の
関
連
性
を
う
ん
ぬ
ん
す
る
の
は
早
計
で
あ
り
、
と
り
あ
え
ず
問
題
提
起

土
例
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
ま
だ
資
料
不
足
で
あ
り
、

を
し
、
今
後
の
調
査
で
の
共
伴
資
料
の
追
加
が
望
ま
れ
る
。

今
回
の
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
石
器
の
数
は
二
六

O
点
に
達
す
る。

層
位
別
に
は
第
三
層
六
九
、
第
四

A
層
一

一
七
、
第
四

B
層
三
七
、

そ
し

て
第
五
層
が
三
七
で
あ
る
。

こ
の
石
器
は
層
位
に
よ
る
差
異
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
共
伴
す
る
土
器
と
も
特
徴
的
な
相
関
々
係
を
示
し
て
い

る
。
即
ち

第
三
層
出
土
の
阿
高
系
土
器
に
は
剥
片
鉱
が
、
第
四

A
層
の
押
型
文
土
器
に
は
半
磨
製
石
鉱
お
よ
び
小
型
石
刃
が
共
伴
し
て
い
る
。

第
四

B
層
の
櫛
目
文
土
器
に
は
安
山
岩
製
の
大
型
で
、
粗
い
調
整
の
尖
頭
器
が
伴
な
っ
て
い
る
。

こ
の
石
器
は
多
久
市
三
年
山
、
茶
園
原
先
土

器
遺
跡
出
土
の
そ
れ
と
形
状
、
技
法
が
酷
似
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る

。
ま
た
、
安
山
岩
製
で
大
型
の
掻
器
お
よ
び
削
器
も
出
土
し、

Lー

の

洞
穴
遺
物
の
中
で
も
形
状
的
、
技
法
的
に
特
異
な
存
在
で
あ
る
。

第
五
層
の
隆
起
線
文
土
器
に
は
、
サ
ヌ
カ
イ
ト
製
で
、
押
圧
剥
離
技
法
で
両
面
を
微
細
に
調
整
し
て
い
る
石
槍
が
共
伴
し
て
い
る
。

以
上
が
、
土
器
と
の
相
関
に
よ
っ
て
考
え
ら
れ
る
が
、
各
層
か
ら
の
土
器
の
出
土
数
が
少
な
い
の
で、

こ
の
結
論
を
も
っ
て
、
他
遺
跡
の
出
土

遺
物
を
比
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
、

佐
賀
県
に
お
け
る
石
器
組
成
お
よ
び
編
年
に
つ

い
て

の
重
要
な
問
題
を
提
起
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

ニ五



第
三
章

伊

古

石
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遺

跡

伊古石遺跡 の発 掘 状 景
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概

要

遺

跡

第
一
節

2000 
1 

標
高
七
七
六

・
七
メ
ー
ト
ル
の
国
見
山
や
七

O
七

・
四
メ

l

1500 
t 

ト
ル
の
八
天
岳
を
主
峰
と
し
て
、
南
北
に
扉
風
の
よ
う
に
連
な

っ
て
い
る
山
脈
か
ら
有
田
川
の
形
成
す
る
平
地
へ
向
っ
て
舌
状

の
小
丘
陵
が
多
く
派
生
し
て
い
る
。

こ
の
伊
古
石
遺
跡
も
そ
の

舌
状
小
丘
陵
上
に
あ
っ
て
、
標
高
一
三

0
メ
ー
ト

ル
余
り
の
比

較
的
高
燥
な
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
い
る
。

こ
の
遺
跡
の
西
側
に
は
、

大
正
年
閣
の
初
め

ご
ろ
に
築
成
さ

れ
た
貯
水
池
が
あ
り
、
南
北
の
両
側
は
小
峡
谷
と
な
っ
て
い

て、

約
四

0
0
メ
ー
ト

ル
の
幅
員
を
も
っ
て
貯
水
池
の
と
こ
ろ

か
ら
東
へ
ゆ
る
や
か
に
傾
斜
し
て
い
る
。

こ
の
遺
跡
の
あ
る
丘

陵
は
、

早
く
か
ら
畑
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、

最
近
密
柑

の
植
栽
も
始
め
ら
れ
て
い
て
、

遺
構
の
破
壊
は
相
当
に
進
ん
で

い
る
と
と
が
考
え
ら
れ
る
。

地
表
に
黒
曜
石
の
石
鉱
や
プ

レ
イ

ク
が
相
当
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
散
布
し
て
い
る
が
、

そ
の
遺
跡

の
範
囲
は
明
ら
か
で
な
く
、

一
0
0
メ
ー
ト
ル
四
方
に
及
ん
で

い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

ニ七



八

こ
の
伊
古
石
遺
跡
の
東
方
約
五

0
0
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
ぬ
す
ど
岩
洞
穴
が
あ
る
。
こ
の
伊
古
石
遺
跡
で
は
、

こ
か
所
に
ト
レ
ン
チ
を
設
定

し
て
調
査
を
実
施
し
た
が
、

こ
の
三
か
所
を
第
一

o

第
二

o

第
三
遺
跡
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
。
第
一
遺
跡
は
、
小
道
を
は
さ
ん
で
貯
水
池
の
東
側

に
、
第
二
遺
跡
は
第
一
遺
跡
の
北
方
約
一

0
メ
ー
ト
ル
の
至
近
の
地
点
、
第
三
遺
跡
は
第
一
遺
跡
の
東
方
約
五

0
メ
ー
ト

ル
の
と
こ
ろ
に
位

置

し
て
い
る
。
第
一
遺
跡
か
ら
は
住
居
祉
、
第
二
遺
跡
か
ら
は
堆
石
遺
構
が
発
見
さ
れ
た
が
、
第
三
遺
跡
で
は
遺
構
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
ぎ

な
か
っ
た
。

第
二
節

住
居
祉
と
堆
石
遺
構

住
居
祉
は
、
第

一
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
単
独
住
居
か
集
落
を
形
成
し
て
い
る
の
か
、
発
掘
面
積
が
狭
か
っ
た
た
め
に
明
ら

か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

長
さ
約

一
二

メ
ト
ル
、
幅
二
メ
ー
ト
ル
の
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
て
発
掘
し
た
が
、
住
居
祉
の
発
見
に
伴
な
い

そ
の
部
分
の
幅
を
三
・
五
メ
ー
ト
ル
に
拡
げ
て
調
査
を
行
な
っ
た
。

現
地
表
下
一

0
1
一
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
ま
で
が
耕
作
土
層
で
あ
っ
て
、

そ
の
下
層
は
黄
褐
色
粘
土
質
の
同
一
層
が
相
当
深
く
ま
で
続
い
て
い

る
た
め
、
遺
構
の
発
見
に
は
困
難
が
伴
な
っ
た
。
住
居
祉
は
、
そ
の
半
分
余
り
が
破
壊
さ
れ
て
、
そ
の
全
貌
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
残
存

部
分
か
ら
推
定
し
て
、
二

・
四
メ
ー
ト

ル
×
二

・
八
メ
ー
ト

ル
余
り
の
方
形
プ
ラ
ン
の
竪
穴
住
居
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
壁
面
の
高
さ
は

一
0
1
二
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
余
り
で
低
く
、
柱
穴
は
径

一
0
1
二

0
セ
ン
チ
、
深
さ
一

0
セ
ン
チ
前
後
で
小
さ
く
て
浅
く
、
根
じ
め
の
小
石
が

お
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

こ
の
柱
穴
は
、

長
軸
線
の
み
で
な
く
、
各
辺
に
そ
れ
ぞ
れ
三
個
づ
っ

計
九
個
の
存
在
が
推
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

こ
の
住
居
の
屋
根
が
切
妻

で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

そ
の
両
端
に
棟
持
ち
柱
が
そ
れ
ぞ
れ
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

長
軸
線
の
ほ
ぼ
中
央
で
、
や
や
片
側
に
偏
し
て
炉
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
炉
穴
は
、

径
五

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
余
り
の
不
整
円
形
で
、
深
さ
は
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二

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
前
後
で
あ
る
。

こ
の
第
一
遺
跡
か
ら
は
、
石
鉱
・
ポ
イ
ン
ト
・
プ
レ

イ
ド

・
ナ
イ
フ
プ
レ
イ
ド

ス
ク
レ
イ
パ

l
・
コ
ア
等

の
他
多
数
の
ブ
レ
イ
ク
が
出
土
し
た
が
、
土
器
は

一
片

も
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。

住
居
祉
の
炉
穴
に
は

ま
た
、

木
炭
や
木
灰
な
ど
の
堆
積
が
極
め
て
少
な
く
、
発
見
さ

れ
た
石
器
類
も
ほ
と
ん
ど
が
住
居
祉
の
周
辺
か
ら
で
あ

っ
て
、
住
居
祉
内
に
は
遺
物
が
皆
無
に
ひ
と
し
い
状
態

で
あ
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

住居祉実測図

第
二
遺
跡
に
は
、

二

・
五
メ
ー
ト

ル
の
間
隔
を
お
い

て
、
幅

五
メ
ー
ト
ル
の
二
本
の
ト
レ
ン
チ
を
東
西

の
方
向
に
設
定
し
た
。
第

一
ト
レ
ン
チ
の
長
さ
は
五

・

四
メ
ー
ト

ル
、
第
二
ト
レ
ン
チ
は
六

・
二
メ
ー
ト
ル
で

あ
る
。

第四図

約
二

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
厚
さ
に
ひ
ろ
が
る
耕
作

土
を
除
去
す
る
と
、
そ
の
下
に
無
雑
作
に
堆
積
さ
れ
た

よ
う
な
自
然
石
の
層
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
た
。
石
の
大
き

さ
は
、
径
二

O
I
一ニ

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
余
り
の
も
の

一九
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が
最
大
の
部
類
で
、
そ
れ
よ
り
小
さ
い
も
の
が
大
部
分
を
し
め
て
い
る
。

こ
の
堆
石
遺
構
の
範
囲
は
、

明
ら
か
で
な
い
が
相
当
広
範
囲
に
及
ん
で
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
遺
跡
に
は
、
相
当
巨
大
な
自
然
石
が
数
個
地
表
に
露
出
し
て
い
る

カミ

こ
の
堆
石
遺
構
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
も
注
目

さ
れ
る
点
で
あ
る
。

こ
の
遺
跡
の
あ
る
畑
の
隅
に
は
、

小
石
が
う
ず
高
く

積
ま
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
耕
作
中
に
出
土
し
た
石
を
除
去
し
た
も
の
で

あ
っ
て
、
こ
の
堆
石
遺
構
が
相
当
に
改
変
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

自
然
石
を
雑
然
と
堆
積
し
た
よ
う
な
遺
構
で

は
あ
る
が
、
比
較
的
に
大

き
い
石
を
円
形
に
配
し
た
よ
う
な
構
造
の
部
分
が
一
部
に
存
在
し
て
い

る
。
特
に
第
一
ト
レ
ン
チ
の
東
端
に
は
、
暗
褐
色
土
が
充
満
し
て
い
る

穴
が
あ
っ
て
注
目
さ
れ
た
。

径
六
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
深

こ
の
{八は
、

さ
四

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
前
後
の
不
整
円
穴
で
あ
る
が
、
当
初
の
深
さ
は

明
ら
か
で
な
い
。
穴
内
に
も
多
く
の
石
が
落
込
ん
で
い
た
が
、

こ
れ
は
耕

作
に
よ
る
第
二
次
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
落
ち
込

み
石
が
、
側
壁
で
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
天
井
を
覆
っ

て
い
た
も
の
で

あ
る
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

四



こ
の
堆
石
遺
構
は
、

径
六
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
前
後
の
石
囲
い
群
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
耕
作
に
よ
る
破
壊
の
度
が
ひ
ど

四

く
、
原
状
を
復
原
す
る
こ
と
が
悶
難
な
現
状
で
あ
る
。

こ
の
堆
石
遺
構
の
性
格
は
明
ら
か
で
な
い
が
、

こ
の
堆
石
の
上
部
や
堆
石
の
聞
か
ら
多
数
の
ブ
レ
イ
ク
と
と
も
に
、
石
鉱

・
ポ
イ
ン
ト
・
ブ
レ

イ
ド
・
ド
リ
ル
・
コ
ア
な
ど
の
石
器
と
と
も
に
土
器
片
が
三
個
出
土
し
た
。

第
三
節

石

造者S

物

第
一
・
第
二
・
第
三
の
各
遺
跡
か
ら
石
器
は
相
当
数
発
見
さ
れ
た
。

ヤ‘ 
e 

a '. 
~ 

」ーーーー匂ーー--'

そ
の
大
部
分
は
黒
曜
石
で
あ
る
が
、
僅
か
ば
か
り
す
ヌ
カ
イ
ド
の
も
の
も

含
ま
れ
て
い
る
。

伊古石遺跡出土の石器第22図

" いーーーーーーーーー-'

伊古石第 2遺跡出土の石器

石
器
に
は
、
石
鉱

。
プ
レ
イ
ド
o

ナ

イ
ブ
プ
レ
イ
ド
。

ス
ク
レ
イ
パ

l
o

ド
リ
ル
等
が
あ
っ

て
、
他
に
若
干
の

第23図

コ
ア
と
多
数
の
ブ

レ
イ
ク
が
発
見
さ
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れ
て
い
る
。

か
ら
正
三
角
形
状
を
呈
す
る
小
形
の
も
の
ま
で
、

石
鉱
に
は
、
打
製
石
鉱
。
剥
片
鉱
と
刃
部
を
残
し
て
両
面
を
平
滑
に
磨
い
た
半
磨
製
石
鉱
の

三
種
類
が
あ
る
。
底
辺
の

切
り
込
み
の

深
い
も
の

ニ
遺
跡
聞
に
石
鉱
の
形
式
の
上
で
差
異
は
な
い
よ

比
較
的
に
変
化
に
富
ん
で
い
る
が
、

二
本
通
っ

て
断
面
が
梯
形
を
な
す
も
の
と
が
あ
り
、

う
で
あ
る
。
プ
レ
イ
ド
は
、
稜
が
一
本
通
っ
て
断
面
が
三
角
形
を
呈
す
る
も
の
と
、

』 ー

" 

刃
部
に

二
次
加
工
の
ピ
ッ
チ
が
施
さ
れ
て
い
る
も
の
と
、
な
い
も
の
と
の
二
種
類
が

あ
る
。
ド
リ
ル
形
の
石
器
四
点
は
、
す
べ
て
第
二
遺
跡
の
堆
石
遺
構
中
か
ら

伊古石第 2遺跡出土の押型文土器

出
土
し
た
も
の
で
、
黒
曜
石
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

一
種

の
剥
片
石
器
で

中
の
っ
て
、
二
点
に
は
片
面
に

一
本
の
穣
が
通
っ
て
い
る
。
先
端
は
す
べ

て
欠

失
し
て
い

て
、
そ
の
全
貌
は
明
ら
か
で
な
い
。

土

器

伊
古
石
遺
跡
か
ら
の
土
器
の
出
土
は
極
め
て
少
な
く
、
第

一
遺
跡
の
住
居

祉
か
ら
は
全
然
発
見
さ
れ
ず
、
第
二
遺
跡
の
堆
石
遺
構
中
か
ら
三
片
と
、
遺

構
不
明
の
第
三
遺
跡
か
ら
二
片
が
発
見
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

第
三
遺
跡
出
土
の

二
片
は
、
小
片
で
あ
っ
て
文
様
も
明
ら
か
で
な
い

が
、

第26図

第
二
遺
跡
出
土
の
一
片
は
比
較
的
に
大
ま
い
破
片
で
押
型
文
を
有
し
て
い

る
。
こ
の
押
型
文
土
器
は
、
厚
手
で
暗
褐
色
を
呈
し
、
焼
成
は
余
り
堅
椴
で

は
な
い
。
こ
の
破
片
は
口
縁
部
で
あ

っ
て
、
器
面
全
体
に
比
較
的
に
大
き
な

格
子
目
の
押
型
が
施
さ
れ
て
い
る
。
他
の
二
片
は
、
小
片
で
あ
っ
て
、
文
様

四
五



四
六

も
余
り
明
ら
か
で
な
い
が
、

一
片
は
や
は
り
押
型
文
ら
し
く
、

や
や
薄
手
で
あ
る
。

第
四
節

総

括

伊
古
石
遺
跡
は
、
東
に
向
か
っ
て
ゆ
る
や
か
に
傾
斜
す
る
舌
状
丘
陵
地
に
あ
っ
て
、
地
勢
は
比
較
的
に
高
燥
で
あ
り
、
西
に
は
扉
風
を
立
て
た

よ
う
に
山
脈
が
連
な
っ
て
い
る
。
南
と
北
の
両
側
に
は
小
難
谷
が
形
成
さ
れ
て
い
て
、
飲
料
水
に
も
こ
と
欠
く
こ
と
の
な
い
位

置

を
し
め
て
い

。
る

相
当
広
範
囲
に
及
ぶ
こ
の
遺
跡
が
同
一
時
期
の
も
の
で
あ
る
の
か
ど
う
か
、
密
柑
の
植
栽
も
相
当
に
進
ん
で
い
て
、
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
は

不
可
能
に
近
い
現
状
で
あ
る
。
石
器
類
の
散
布
が
多
く
見
ら
れ
る
点
か
ら
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
今
回

の
調
査
で
は
竪
穴
住
居
祉
が

一
戸
発
見
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

こ
の
竪
穴
住
居
吐
か
ら
は
土
器
が
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
が
、

こ
の
遺
跡
か
ら
一

0
メ
ー
ト
ル
余
り
離
れ
た
第
二
遺
跡
か
ら
は
押
型
文
土
器
が
出

土
し
て
お
り
、
両
遺
跡
が
極
め
て
近
接
し
て
い
る
点
と
石
器
類
に
類
似
点
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
こ
の
住
居
祉
も
や
は
り
押
型
文
の
時
期
の
も
の

で
は
な
か
ろ
う
か
と
推
定
さ
れ
る
。
盗
人
岩
洞
穴
に
お
い
て
は
、
半
磨
製
石
鉱
が
第
四
層
の
上
層
か
ら
出
土
し
、
押
型
文
土
器
を
伴
な
っ
て
お

り
、
剥
片
錬
が
第
三
層
か
ら
出
土
し
て
中
期
の
土
器
を
伴
な
っ
て
い
る
。
こ
の
伊
古
石
遺
跡
で
は
、
半
磨
製
鎌
と
剥
片
鎮
の
両
方
が
出
土
し
て
い

る
の
で
、
縄
文
早
期
の
押
型
文
の
時
期
か
ら
縄
文
中
期
に
及
ぶ
遺
跡
で
あ
る
可
能
性
も
ま
た
考
え
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

た
だ
、

こ
の
住
居
祉
の

炉
穴
に
炭
灰
が
極
め
て
少
な
く
、
ま
た
、
住
居
祉
の
内
部
か
ら
土
器
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
石
器
類
も
ほ
と
ん
ど
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
点
が
注
目

さ
れ
る
。

第
二
遺
跡
の
堆
石
遺
構
が
ど
ん
な
性
格
の
遺
跡
で
あ
る
の
か
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
円
形
の
石
固
い
こ
か
所
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、

一
つ
の
収
穫
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
比
較
的
に
近
接
し
て
築
成
さ
れ
て
い
た
円
形
の
石
囲
い
が
、
耕
作
に
よ
っ



て
破
壊
さ
れ
た
遺
構
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
、
堆
石
聞
か
ら
発
見
さ
れ
た
石
器
や
土
器
に
よ
っ
て
、
こ
の
遺
構
が
押
型
文
土
器
に
伴
な
う
も
の
で

あ
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
あ
や
ま
り
が
な
い
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

径
六
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
余
り
の
石
固
い
が
、
何
の
用
に
供
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
、
こ
の
種
の
遺
構
が
他
に
知
ら
れ
て
い
な
い
現
状
に
お

い
て
は
明
ら
か
で
な
く
、
ま
た
、
こ
の
遺
構
か
ら
も
そ
れ
を
推
定
す
る
に
た
る
遺
物
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。

し
い
て
類
推
す
れ
ば
、
埋
葬
に
伴
な
う
施
設
と
考
え
る
よ
り
他
に
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
は
ち
、

径
六
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
余
り
の

石
固
い
の
墓
墳
が
群
集
し
て
い
る
遺
跡
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
群
集
墓
と
す
れ
ば
当
然
近
く
に
相
当
な
住
居
祉
の
存
在
を
想

定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

付

記
)

昭
和
四
十
四
年
三
月
、
伊
古
石
第
三
遺
跡
の
密
柑
園
造
成
作
業
中
に
、
山
形
押
型
文
土
器
片
一

O
個
余
り
が
発
見
さ
れ
た
が
、
遺
構
は
明
ら
か

で
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
と
に
か
く
、
こ
の
伊
古
石
遺
跡
は
、
押
型
文
土
器
に
伴
な
う
時
期
の
遺
跡
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
あ
や
ま
り
が
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

四
七



第
四
章

坂

の

下

遺

跡

四
八

坂の下遺跡全景 (手前より 2枚目の田んぼ)



第

一
節

遺

跡

の

概

要

こ
の
遺
跡
は
有
田
川
の
支
流
、
浄
源
寺
川
の
上
流
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
国
見
山
麓
が
平
地
に
漸
移
す
る
標
高
約
八
十
メ
ー
ト
ル
の
舌
状
台
地

の
先
端
部
や
や
東
寄
り
に
階
段
状
に
聞
か
れ
た
水
田
に
位
置
す
る
。
地
形
は
西
方
か
ら
東
北
方
へ
と
傾
斜
し
、
台
地
に
対
し
て
鉄
状
を
な
し
て
浄

源
寺
川
が
さ
か
の
ぼ
っ
て
い
る
。

遺
跡
の
東
北
に
は
黒
曜
石
の
原
石
を
豊
富
に
埋
蔵
す
る
腰
岳
が
あ
り
、
前
方
、
有
田
川
ぞ
い
の
段
丘
上
に
は
多
く
の
遺
跡
が
点
在
す
る
。
後
背

地
に
は
押
型
文
土
器
を
伴
出
す
る
伊
古
石
遺
跡
や
隆
起
線
文
土
器
か
ら
阿
高
土
器
ま
で
を
包
蔵
す
る
盗
人
岩
遺
跡
が
あ
る
。

坂
の
下
遺
跡
は
、
昭
和
四
十
一
年
三
月
、
水
田
の
石
垣
造
成
工
事
中
に
多
数
の
石
器
や
土
器
片
が
発
見
さ
れ
て
始
め
て
注
目
さ
れ
た
遺
跡
で
あ

。
る

発
掘
は
昭
和
四
十
一

年
六
月

の
予
備
調
査
で
柱
の
残
痕
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
た
の
で
、
縄
文
時
代
中
期
の
住
居
祉
を
想
定

し
て
、
予
備
調
査

地
点
の
す
ぐ
横
に
4
×
叩
メ
ー
ト
ル
の
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
た
。

厚
さ
十
五

1
十
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
耕
作
土
を
除
去
す
る
と
石
器
お
よ
び
ブ
レ
イ
ク
、
多
量
の
土
器
片
、
木
材
そ
し
て
不
規
則
な
大
小
無
数

の
石
を
包
含
す
る
褐
色
土
層
と
な
る
。

そ
の
下
、
暗
灰
色
土
の
薄
層
が
あ
り
、
青
色
粘
土
層
と
な
る
。
こ
の
青
色
粘
土
層
に
は
径

・
深
さ
不
定
の

不
整
円
形
ピ

ッ
ト
が
七
箇
所
切
り
込
ま
れ
、
ピ
ッ
ト
内
部
に
は
広
葉
樹
の
枝
や
葉
に
て
上
下
を
遮
断
さ
れ
て
多
量
の
木
の
実
が
貯
蔵
さ
れ
て
い

た
。
ピ
ッ
ト
の
構
造
は
各
々
異
な
り
、
使
用
目
的
も
同

一
と
は
恩
わ
れ
な
い
。

こ
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
遺
物
は
概
ね
①
土
器
②
石
器
③
木
製
品
④
植
物
質
製
品
⑤
植
物
質
自
然
物
に
大
別
さ
れ
る
。

発
掘
の
当
初
は
縄
文
中
期
の
住
居
祉
を
想
定
し
て
い
た
が
、
ピ
ッ
ト
の
発
見
に
よ
っ
て
、
貯
蔵
穴
祉
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
な
お
、
褐

色
土
層
に
包
含
さ
れ
る
遺
物
に
つ
い
て
は
、
細
石
や
細
砂
が
混
入
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
随
所
に
み
ら
れ
、
大
小
無
数
の
石
、
木
材
も
人
為
的
も
の

と
認
め
難
い
の
で
、
洪
水
等
自
然
災
害
に
よ
る
堆
積
の
可
能
性
が
強
い
。

四
九
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第
二
節

貯

蔵

?て

牡

厚
さ
十
五

t
十
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
耕
作
土
を
除
去
す
る
と
、
大
小
無
数
の
石
が
不
規
則
に
散
在
し
、
多
量
一
の
阿
高
式
系
土
器
片
お
よ
び
石

器

・
ブ
レ
イ
ク
を
包
含
す
る
褐
色
土
層
と
な
る
。

こ
の
不
規
則
な
石
が
何
を
意
味
す
る
の
か
不
明
な
の

で、

厚
さ
十

i
十
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
褐
色
土
の
み
を
除
去
し
て
い
く
と
、
暗
灰
色
の

土
層
が
一
部
に
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
木
材
も
発
見
さ
れ
る
の
で
、
住
居
祉
を
想
定
し
て
不
規
則
な
石
を
除
去
し
て
い
く
と
、
そ
の
下
に

青
色
粘
土

(通
称
ア
ヲ
ギ
チ
)
層
が
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
青
色
粘
土
層
に
そ
っ
て
発
掘
を
進
め
て
い
く
と
前
記
の
暗
灰
色
粘
土
層
は
青
色
粘
土

層
に
切
り
込
ま
れ
た
直
径
一

-
二
メ
ー
ト

ル
位
の
不
整
円
形
プ
一
フ
シ
を
な
す
ピ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
木
炭

・
灰
・
土
器
片
(
阿
高

式
系
)
包
含
の
暗
灰
色
土
を
除
去
す
る
と
広
葉
の
圧
積
し
た
約
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
層
と
な
り
、
そ
の
下
か
ら
多
量
の
ア
ラ
カ

ν
・
ツ
ブ
ラ
椎

等
の
木
の
実
が
堆
積
し
た
状
態
で
出
土
し
た
の
で
、

こ
の
ピ
ッ

ト
は
縄
文
時
代
中
期
に
、
木
の
実
を
貯
蔵
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
構
築
さ
れ
た

引
が
明
確
と
な
っ
た
。

確
認
し
た
貯
蔵
穴
は
七
箇
所
で
あ
っ
た
が
、
湧
水
と
地
形
的
条
件
お
よ
び
発
掘
期
日
の
関
係
か
ら
、
第
一
号
と
第
五
号
の
他
は
完
全
に
調
査
を

終
え
る
こ
と
が
で
ぎ
な
か
っ
た
が
、
以
下
そ
の
構
造
と
性
格
を
示
し
た

い
。

第
一
号
穴
が
最
も
大
き
く
て
、
市八
は
径
三

・
一
メ
ー
ト

ル
×
二

・
八
メ
ー
ト
ル
と
径
一

八
メ
ー
ト
ル

×

六
メ
ー
ト
ル
の

二
段
構
築
の
不

抱
円
形
で、

壁
面
お
よ
び
底
は
青
色
粘
土
で
固
め
ら
れ
て
い
る
。

第
二
号
穴
は
短
径
一

-
二
メ
ー
ト
ル
の
不
整
円
形
、
第
三
号
穴
は
径
一

-
六
メ
ー
ト
ル
×
一

四
メ
ー
ト
ル
余
り
と
推
定
さ
れ
壁
面
の
勾
配
は

ゆ
る
や
か
で
あ
る
。
第
四
号
穴
は
、
径
二

・
二
メ
ー
ト
ル

×
二
メ
ー
ト
ル
余
り
と
推
定
さ
れ
る
不
整
円
形
、
第
五
号
穴
の
径
は
一

四
メ
ー
ト
ル

×一

・
一
メ
ー
ト
ル
で
、
や
や
方
形
に
近
い
形
態
を
呈
し
て
い
る
。
第
六
号
穴
は
二

・
二
メ
ー
ト

ル
×
一

六
メ
ー
ト
ル
余
り
の
径
を
有
す
る
不

五
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整
円
形
で
、
第
七
号
穴
の
大
き
さ
は
明
ら
か
で
な
い
。

深
さ
も
不
規
則
で
、
一
番
浅
い
の
は
二
号
穴
の
表
土
面
よ
り
九
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
深
い
の
は
一
号
穴
の
一
二

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

穴
の
内
部
構
造
は
七
号
穴
で
は
木
炭
、

灰
、
土
器
を
包
含
す
る
腐
蝕
質
の
軟
弱
な
暗
褐
色
土
層
が
あ
り
、

そ
の
下
は
約
五
セ
ン
チ
の
圧
縮
さ
れ

た
広
葉
層
と
な
る
。

そ
の
下
に
木
の
実
が
堆
積
す
る
。

そ
の
下
は
木
の
葉
が
堆
積
し
、
最
下
層
は
細
砂
層
と
青
色
粘
土
の
底
と
な
る
。
こ
の
関
係

は
ま
ず
木
の
実
を
つ
め
、

そ
の
上
を
木
の
葉
で
覆
っ
た
も
の
で
あ
る
う
。
尚
、
広
葉
層
か
ら
は
格
子
状
の
編
み
方
を
し
た
ア
ン
ペ
ラ
に
似
た
も
の

や
能
状
の
容
器
を
編
ん
だ
と
思
わ
れ
る
ヒ
モ
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
は
上
、

下
段
の
木
の
実
を
隔
絶
さ
せ
る
役
目
か
、
木
の
葉
を
押
さ
え
る
役
目

を
果
し
た
も
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
岡
山
県
の
山
陽
町
南
方
前
池
遺
跡
に
お
け
る
ピ
ッ
ト
に
縦
横
に
差
し
渡
さ
れ
た
恰
好
の
木
知
み
や

ア
ン
ペ
ラ
に
比
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
も
思
わ
れ
る
。

第
七
号
穴
に
は
壁
面
の
一
部
に
石
積
み
と
整
然
た
る
木
組
み
が
認
め
ら
れ
た
が
、
完
全
な
発
掘
が
不
可
能
で
あ
っ
た
た
め
に
そ
の
全
貌
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。

第
四
号
と
第
六
号
は
他
穴
と
異
な
り
、
穴
の
一
隅
に
支
柱
を
立
て
て
木
を
積
み
重
ね
て
壁
面
を
つ
く
り
、

そ
の
内
部
に
は
直
径
四

i
五
セ

ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
木
材
や
小
枝
や
木
の
葉
で
充
満
さ
れ
て
い
た
が
、

こ
の
閉
い
の
内
部
に
は
少
量
の
木
の
実
し
か
確
認
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。

以
上
、

四
号
と
五
号
を
除
い
て
は
、
各
ピ
ッ
ト
と
も
に
構
造
上
多
少
の
相
違
は
あ
っ
て
も
原
理
的
に
は
全
く
同
じ
で
あ
り
木
の
実
の
貯
蔵
穴
と

考
え
て
差
支
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
ピ

ッ
ト
か
ら
貯
蔵
方
法
を
推
定
し
て
み
る
と
、

ま
づ
、

ピ
ッ
ト
の
底
に
砂
、

つ
い
で
木
の
葉
、
木
の
枝
(
第
六
穴
)
を
し
く
か
、
砂

を
し
き
つ
め

(
第
二
穴
)

て
木
の
実
を
入
れ
、
中
聞
に
木
の
葉
や
枝
や
ア
ン
ペ
ラ
状
編
物
を
入
れ
る

(
第
二
穴
)
な
ど
し
て
、

ピ
ッ
ト
の
中
に
木

の
実
が
一
杯
に
な
る
と
木
の
葉
を
相
当
多
量
に
の
せ
て
覆
藍
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
尚
、

ピ
ッ
ト
内
か
ら
出
土
す
る
木
材
や
石
は
木
の
葉

を
押
圧
す
る
役
目
を
果
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

こ
の
点
は
明
確
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

五



¥ 
¥メ〆¥
¥1  

~_/イ斗
、~

b 

J
f
h
 

dミ

了

~y 

B 

lJ 
j阿 部主主
苅 -Ii間有
CID 詩~ トト
凶什号三嗣
c ~ 薬
E 醐

苅
CID 

H 
嗣

A 

0

0

、
際
司
副

A -A'断面

賛褐色砂磯層i¥
(流土)ー-¥

黒灰色及び白灰色粘土層 ----ー

五
四

B -B '断面表土菌斗-.:::i..

耕作土層

黄褐色砂磯膚(流土)
ーー』ー一ー」、

累灰色及び白灰色粘土層

第 1号貯蔵穴実測図

o 10 
与ヰーー

第31図



第
犯
図

第
2
号
・
第
3
号
貯
蔵
穴
実
測
図

A' 

3弓、、¥しペヘ
ヱ号

A 

A -A'断面

黛灰色及び

一ー一 白灰色粘土層

ボポミ

100，01 

-ーーー

ハ
υ&?

・

riv 川
回

第
お
図

第

号

貯

蔵

穴

実

測

図

4 

一-A'

/行 ¥
l 訴 i

zz/ 

、，

A -A'断面

i
L

、

、

、

‘

、

由

也

!

¥

羽
叶
ム

t

h
劫
叫

砂
流

土

色
(
び
枯

渇

及

色

黄

色
灰

灰
白

里
、

A-

五
五

o 10 50 !OO"" 
←一←一一一一 司 一一一ー--.--



第
M
A

図

/ 戸r

¥
¥

マ

事
¥

ら号

第

5
号
・

第

6
号
貯
蔵
穴
実
測
図

A' 

5号

にも一

~

、

に

一
一。

一

/
1
J

IL--

t

J

ノ
/
(
¥¥

J
 

f
 

r
 

木

ん

九 群

¥、 f辺t
¥ーマホ ノ，

¥ぐ、プ ぐ、 /0

川~

A 

¥ 

¥ 

A-A'Gj函

.C 

A 

i 

第
お
図

第

7

号

貯

蔵

穴

実

測

図

~ 
--------

|∞ 

j畑~)Ð件
実l江副議!
m に~Q割引
書 '1 s:.~1 トト;
ト← :奇襲l嗣l

調 !翌レJ

∞
l

回
、
富
国

白
河
川
開
詳
川
庁
調

A' 

表工函

耕作土層

孟下層面雨宮マ73し土)

l∞ 

A -A'断面

'1 
五
六

黒灰色粘土層

白灰色粘土層

10加工
'--ー一一一



第36図 第 1 号貯蔵穴

五
七

第37図 第 6 号貯蔵穴



五
八

第
三
節

遺

物

石
器
お
よ
び
石
製
品

石
器
は
主
と
し
て
赤
褐
色
土
層
か
ら
出
土
し
、
土
器
に
比
し
そ
の
量
は
少
な
い
。
次
に
坂
の
下
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
石
器
を
列
記
す
れ
ば
次
の

通
り
で
あ
る
。

(一)

石

鉱

打
製
石
鉱
二
十
九
個
と
剥
片
石
鉱
五
個
の
計
三
十
四
個
発
見
さ
れ
て
い
る
。

打
製
石
鉱
は
形
態
上
、
次
の
八
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。

l 

両
面
に
粗
い
加
工
が
あ
り
、
基
部
に
全
く
挟
り
込
み
が
な
い
。

(
お
)

2 

や
や
長
手
で
、
両
面
に
組
い
加
工
が
あ
り
、

基
部
は
片
方
か
ら
の
剥
離
に
よ
る
僅
か
な
挟
り
込
み
が
あ
る
。

27 
'-./ 

3 

両
面
に
丹
念
な
る
加
工
が
あ
り
、
脚
部
は
鋭
く
、
弧
を
描
く
よ
う
な
扶
り
込
み
が
あ
る
。

18 
¥ーノ

4 

や
や
細
身
で
、
粗
い
両
面
加
工
が
な
さ
れ
、
基
部
に
は
や
や
聞
き
気
味
の

U
字
型
扶
り
込
み
が
あ
る
。

5 

16 
、ーノ

5 

細
身
で
、

両
面
に
細
か
い
加
工
が
あ
り
、
基
部
に
は

U
字
型
の
扶
り
込
み
が
あ
る
。

(
2
)
 

6 

粗
い
両
面
加
工
で
、

基
部
に
は
や
や
聞
き
気
味
の
扶
り
込
み
が
あ
る
。

9 

14 

17 

20 

30 

31 
¥ーノ

7 

細
か
い
両
面
加
工
で
、

二
辺
に
は
鋸
粛
状
の
細
か
い
突
起
が
あ
り
、
基
部
に
は
や
や
聞
き
気
味
の

U
字
型
扶
り
込
み
が
あ
る
。

(
日
)

8 

基
部
に
V
字
型
の
扶
り
込
み
が
あ
る
。

8 

13 

22 
¥dノ

剥
片
石
鉱
は
次
の
二
種
類
で
あ
る
。

1 

剥
離
面
は
下
部
か
ら
の
方
向
を
示
し
、
脚
部
お
よ
び
先
端
部
に
加
工
を
加
え
、

や
や
聞
き
気
味
の
扶
り
込
み
が
あ
る
。
脚
は
右
が
短
か
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六
O

く
、
全
体
と
し
て
一府
平
で
不
整
形
で
あ
る
。

(
幻
、

23 

24 
'-./ 

2 

左
脚
に
打
癌
が
あ
り
、
そ
こ
を
細
部
加
工
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
隆
起
を
や
わ
ら
げ
て
脚
を
形
成
す
る
。

た
底
部
と
側
辺
に
粗
雑
な
加
工
が
あ
る
。

や
や
轡
曲
ぎ
み
に
扶
り
と
ら
れ

(
お
)

口

尖
頭
状
石
器

尖
頭
状
石
器
は
九
箇
発
見
さ
れ
た
が
次
の
三
種
に
大
別
さ
れ
る
。

1 

三
角
形
の
剥
片
を
使
用
し
、
主
と
し
て
辺
を
加
工
し
、
大
部
分
は
剥
離
面
を
残
す
も
の
。

両
面
の
剥
離
は
三
角
形
に
整
え
、
部
厚
い
も
の
。

(
4
、
5
、
泊
、

両
面
の
剥
離
は
三
角
形
に
整
え
、
先
端
部
は
尖
り
、
一屑
平
な
も
の
。

33 
¥ーノ

21 

2 

29 
'-./ 

3 

(

ロ

)

己

打

製

石

槍

サ
ヌ
カ
イ
ト
製
で
、
先
端
部
を
欠
く
が
、
有
舌
尖
頭
器
の
基
部
を
な
す
と
思
わ
れ
る
。
表
面
中
央
に
は
剥
離
面
を
、
裏
面
中
央
に
は
自
然

面
を
残
し
て
粗
い
加
工
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
。
断
面
は
菱
形
を
呈
す
る
。
(
第
ぬ
図
7
)

同

石

匙

縦
型
一
箇
、
横
型
三
箇
の
計
四
箇
が
発
見
さ
れ
た
。
第
拘
図
1
は
黒
曜
石
製
で
、
両
面
と
も
中
央
に
向
っ
て
細
か
い
剥
離
が
ほ
ど
と
さ

れ
、
主
体
部
の
断
面
は
菱
形
に
近
い
、
横
型
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

4
は
黒
曜
石
製
の
横
型
で
、
両
面
に
粗
雑
な
剥
離
が
ほ
ど
こ
さ

れ
、
断
面
は
一屑
平
で
あ
る
。

2
は
チ
ヌ
カ
イ
ト
製
の
横
型
で
あ
り
、
両
面
か
ら
の
加
工
で
刃
部
を
形
成
し
て
い
る
。

つ
ま
み
の
上
端
に
は
自

然
面
が
残
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
み
部
を
欠
失
し
て
い

る
が
、
員
殻
状
裂
痕
か
ら
見
て
、
打

癌
と
つ
ま
み
の
位
置
が
同

一
で
あ
る
。

両
面
か
ら
の
加
工
で
刃
部
を
形
成
し
て
い
る
。

5
は
サ
ヌ
カ
イ
ト
製
の
縦
型
で、

国

石

斧



磨
製
石
斧
は
三
箇
発
見
さ
れ
た
が
、

い
ず
れ
も
安
山
岩
製
で
、
散
打
に
よ
っ
て
や
や
一
屑
平
に
整
形
し
た
原
材
を
両
面
か
ら
加
工
し
、
蛤
状

の
刃
と
し
て
い
る
。

(第

ω図
2
)

同

掻

器

掻
器
は
サ
ヌ
カ
イ
ト
製
二
箇
、
黒
曜
石
製
一
箇
が
発
見
さ
れ
た
が
、

い
ず
れ
も
不
定
形
の
角
ば
っ
た
剥
片
の
先
端
に
両
面
か
ら
粗
い
加
工

を
な
し
刃
部
を
形
成
し
て
い
る
。

(
第
四
図

3
、
6 

9 
¥ーノ

出

削

器

削
器
は
サ
ヌ
カ
イ
ト
製
一
箇
(
第
ぬ
図

8
)
が
発
見
さ
れ
た
が
、
縦
長
の
不
定
形
剥
片
を
使
用
し
て
い
る
。
右
端
表
面
を
密
に
、
裏
面
に

僅
か
の
加
工
で
刃
部
を
形
成
し
て
い
る
。

V¥) 

有

溝

砥

石

盤
状
の
硬
砂
岩
で

、

全
体
の
形
状
は
不
明
で
あ
る
。
表
面
に
は
幅
三
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
J
四
ミ
リ
ノメ

l
ト

両
面
に
研
際
痕
を
と
ど
め
る
が
、

ル
、
深
さ
約
二
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
、
長
さ
約
八

0
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
溝
、
裏
面
に
は
幅
約
二
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
約
一
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、

長
さ
約
四

0
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
の
溝
が
あ
る
。

(第

ω図
1
)

(対

石
(
第
刊
図

3
、
4 、J

砥断
面
が
四
角
の
も
の
と
五
角
の
も
の
一
本
ず
つ
発
見
さ
れ
た
が
、
両
先
端
と
も
に
欠
損
し
て
い
る
。
角
は
い
ず
れ
も
丸
味
を
帯
び
て
い
る

カミ

一
角
は
特
に
著
し
く
、

弧
状
を
呈
す
る
。

そ
し
て
、

五
角
形
に
あ
っ
て
は
こ
の
稜
よ
り
数
え
て
三
稜
と
四
稜
で
つ
く
る
面
が
滑
ら
か
に

磨
耗
し
、
四
稜
の
線
は
轡
曲
し
て
い
る
。

四
角
の
場
合
は
二
稜
と
三
稜
の
面
が
約
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の

長
さ
で
指
跡
状
に
凹
凸
を
な
し
て

滑
ら
か
に
謄
耗
し
て
い
る
。
石
を
手
で
握
っ
て
使
用
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
硬
砂
岩
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
先
端
を
欠
失
し
、

そ
の
用
途
は

明
確
で
は
な
い
が
一
応
砥
石
に
分
類
し
て
お
き
た
い
。

...L. 
ノ¥
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六
四

土
器
お
よ
び
土
製
品

(一)

土

器

当
遺
跡
出
土
の
土
器
は
熊
本
県
阿
高
貝
塚
出
土
の
土
器
、
い
わ
ゆ
る
西
北
九
州
に
お
け
る
縄
文
時
代
中
期
に
編
年
さ
れ
位
置
ず
け
ら
れ
て

い
る
、
岡
高
式
土
器
に
類
似
す
る
文
様
を
有
す
る
土
器
で
あ
る
。

当
遺
跡
出
土
の
土
器
の
文
様
は
六
種
類
に
大
別
さ
れ
、
そ
の
中
で
も
阿
高
系
統
と
恩
わ
れ
る
も
の
は
五
類
か
ら
な
っ
て
い
る
。

「
第
一
類
土
器
」
は
口
縁
部
の
み
に
「
へ
ラ
状
」
の
施
文
具
に
よ
っ
て
ひ
っ
か
い
て
、

二
段
な
い
し
は
三
段
に
平
行
に
施
文
さ
れ
て
い
る

土
器
で
あ
り
、
第
一
類
土
器
と
同
様
口
縁
部
の
み
に
、
指
あ
る
い
は
棒
状
の
施
文
具

に
よ
っ
て
文
織
を
施
し
て
あ
る
土
器
を
「
第
二
類
土
器

」
と
し
、
口
縁
部
か
ら
底
部
ま
で
深
い
沈
線
文
に
よ
っ
て
施
文
さ
れ
て
い
る
土
器
を
「
第
三
類
土
器
」

、
口
縁
部
の
み
に
規
則
正
し
い
幾
何

形
の
文
様
を
有
す
る
土
器
を
「
第
四
類
土
器
」

、

口
縁
部
の
み
に
一
条
な
い
し
二
条
の
平
行
沈
線
を
施
文
し
て
い
る
土
器
を
「
第
五
類
土
器

」
と
し
て
文
様
分
類
を
お
こ
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
土
器
は
西
北
九
州
縄
文
時
代
の
前
期
か
ら
中
期
の
土
器
の
特
徴
で
あ
る
、
胎
土
に
多
量
の
滑
石
粉
末
を
混
入
し
た
も
の
と
同
一

で
あ
る
。

つ
ぎ
に
縄
文
時
代
後
期
に
位

置
ず
け
ら
れ
る
土
器
片
が
出
土
し
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
の
中
期
以
後
の
文
様
を
も
っ
土
器
を
「
第
六
類
土
器

」
と
し
て

一
括
し
た
。

こ
れ
ら
の
第
六
類
土
器
の
出
土
量
は
少
量
で
あ
り
、
中
期
の

層
よ
り
も
上
層
で
出
土
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
水
害

等
に
よ
っ
て
後
背
地
区
よ
り
流
入
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

。

第

一
類
土
器
(
図
必
)

こ
の
土
器
は
口
縁
部
の
み
に
「
へ
ラ
状
」

の
施
文
具
に
よ
っ
て
、
二
段
な
い
し
は
三
段
に
、

口
縁
部
よ
り
胴
部
に
向
っ
て
ひ

っ
か
く
か

上
下
に
ず
ら
す
よ
う
に
し
て
施
文
さ
れ
て
あ
り
、
文
様
は
比
較
的
浅
い
。



器
形
は
後
者
の
第
二
類
と
同
様
に
た
い
へ
ん
大
形
の
深
鉢
で
、
中
に
は
口
縁
の
直
径
が
約
四

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
も
の
も
あ

り

口
縁
部
に
対
し
て
底
部
が
小
さ
く
、

た
い
へ
ん
不
安
定
な
土
器
で
あ
る
。

さ
ら
に
こ
の
文
様
を
有
す
る
土
器
の
全
面
に
「
ス
ス
」
が
付
着
し
て
お
り
、

tー

の

「
ス
ス
」

の
状
況
か
ら
煮
沸
用
と
し
て
使
用
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

焼
成
も
高
温
度
で
、

ま
た
胎
土
に
は
多
量
の
滑
石
粉
末
を
混
入
し
て
あ
る
が
こ
れ
は
製
作
時
の
速
乾
性
、
焼
成
後
の
強
度
を
増
す
た
め
の
技
法
と
思
わ
れ
、

器
面
全
体
は
な
だ
ら
か
で
手
ざ
わ
り
が
よ
く
、
土
器
製
作
時
の
技
術
が
ひ
じ
よ
う
に
高
度
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が

わ
れ
る
。

。

第
二
類
土
器
(
図
日
)

第
二
類
土
器
は
器
形
・
胎
土
・
焼
成
と
も
第
一
類
土
器
と
同
類
で
あ
る
が
、
文
様
の
施
文
方
法
に
お
い
て
若
干
の
差
異
が
認
め
ら
れ

る。
第
一
類
土
器
が
「
へ
ラ
状
」

の
施
文
具
で
ひ
っ
か
く
か
、

上
下
に
ず
ら
す
よ
う
に
し
て
施
文
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
第
二
類
土
器

あ
る
い
は
先
端
が
丸
味
を
も
っ
た
棒
状
の
施
文
具
で
突
く
よ
う
に
し
て
施
文
し
て
あ
り
、
文
様
は
ほ
ぼ
円
形
を
な
し
て
い
る
。
さ

ら
に
文
様
は
第
一
類
と
同
様
二
段
な
い
し
三
段
に
、
口
縁
部
の
み
に
施
文
し
て
あ
り
、
第
一
類
が
線
・
楕
円
に
対
し
て
第
二
類
は
点
で
あ

る
と
い
う
相
異
の
み
で
、
第
一
類
土
器
と
同
時
に
製
作
・
使
用
さ
れ
た
土
器
で
あ
ろ
う
。

は
指
、

。

第
三
類
土
器
(
図
日
)

前
記
二
例
と
は
相
異
点
が
多
く
み
ら
れ
る
が
、
胎
土
に
多
量
の
滑
石
粉
末
を
混
入
す
る
こ
と
に
お
い
て
は
同
様
で
あ
る
。

器
形
は
第
一
類
土
器
・
第
二
類
土
器
よ
り
少
々
、
小
形
に
は
な
る
が
、
形
態
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

文
様
は
口
縁
部
の
出
土
が
な
い
の
で
不
明
で
あ
る
が
、
胴
部
か
ら
底
部
ま
で
、

幅
四
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
か
ら
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の

状
」
の
施
文
具
で
、
縦
に
平
行
に
、
浅
く
文
様
を
施
し
て
あ
り
、
中
に
は

「
へ
ラ

「
へ
ラ
状
」
の
施
文
具
の
跡
が
き
れ
い
に
残
っ
て
い
る
土
器
片

六
五



も
あ
る
。

ムハムハ

前
記
二
例
が
口
縁
部
の
み
に
施
文
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
第
三
類
土
器
は
底
部
ま
で
全
面
に
施
文
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
大
き
な
相

異
点
が
あ
る
。

。

第
四
類
土
器
(
図
叫
〉

前
記
三
例
が
胎
土
に
多
量
の
滑
石
粉
末
を
混
入
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、

第
四
類
土
器
は
滑
石
粉
末
の
混
入
度
が
極
度
に
少
な
く
な
り
、
胎
土
も
少
々

脆
く
、
器
面
の
艶
が
減
少
し
、

器
形
も
口
縁
部
で
キ
ヤ
リ
パ

l
状
に
く
び

れ
、
小
形
化
す
る
と
こ
ろ
に
大
き
な
相
異
が
あ
る
。

文
様
は
口
縁
部
の
み
に
施
文
さ
れ
て
あ
り
、
前
記
四
例
に
比
較
す
れ
ば

文

様

が

豊

富

で

あ

り

、
規
則
正
し
い
幾
何
学
的
な
文
様
を
施
し
て
あ

る
文
様

・
器
形
・
胎
土
等
に
大
き
な
相
異
点
が
う
か
が
わ
れ
る
が
、
他
の
四

例
と
共
伴
す
る
土
器
で
あ
る
。

。

第
五
類
土
器
(
図
的
)

第
五
類
土
器
は
胎
土
に
多
量
の
滑
石
粉
末
を
混
入
し
、
第
一
類
土
器

・
第

二
類
土
器
と
器
形
は
ほ
ぼ
同
類
で
あ
り
、
胴
部
は
少
々
ふ
く
ら
み
を
も
っ
大

形
の
深
鉢
で
あ
る
。
前
記
二
例
が
一
部
に
波
状
口
唇
を
有
す
る
の
に
対
し
、

第
五
類
土
器
は
す
べ
て
平
唇
を
な
し
て
い
る
。

況状土出器土UHl図











文
様
は
口
縁
部
の
み
に
二
条
な
い
し
三
条
の
平
行
な
沈
線
文
の
み
の
ひ
じ
よ
う
に

単
純
な
文
様

土錘(実大〉

で
、
前
記
四
例
と
共
伴
し
て
い
る
。

。

第
六
類
土
器

第
六
類
土
器
は
前
記
五
型
式
の
土
器
と
は
文
様
も
異
な
り
、
胎
土
に
は
滑
石
粉
末
を
ぜ
ん
ぜ
ん
含

第46図

ま
ず
、

異
質
の
土
器
で
あ
り
、
層
位
も
前
記
五
型
式
よ
り
上
層
に
出
土
し
て
お
り
、
細
片
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
土
器
片
の
中
に
は
周
聞
が
磨
耗
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
、

お
そ
ら
く
水
害
等
に
よ
っ
て
流

入
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

文
様
を
有
す
る
も
の
の
中
に
は
磨
消
し
縄
文
の
付
い
た
土
器
片
が
一
部
出
土
し
て
い
る
が
、

小
破
片
の
た
め
時
期
決
定
は
不
可
能
で
あ

同

口
口口

る
。
よ
っ
て
こ
れ
ら
す
べ
て
を
一
括
し
て
第
六
類
土
器
と
し
て
取
り
あ
つ
か
っ
た
。

土

製

① 

土

金F

野
や
山
で
動
物
や
木
の
実
を
採
集
し
て
食
料
と
す
る
、
自
然
採
集
経
済
生
活
の
中
で
、
川
や
海
に
魚
を
求
め
て
食
料
と
し
た
こ
と
は
当

然
で
あ
ろ
う
。

魚
を
求
め
る
漁
櫛
道
具
と
し
て
、
釣
針
や
モ
川
ノ
の
存
在
す
る
こ
と
が
、
縄
文
時
代
に
お
い
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

人
間
生
活
の
知
恵
と
し
て
、

一
度
に
大
量
の
魚
を
取
ろ
う
と
考
え
る
の
は

し
か
し
、

こ
れ
ら
の

道
具
は
一
度
に
大
量
の
魚
を
捕
獲
す
る
こ
と
は
困
難
な
の
で
、

そ
こ
で
網
(
漁
網
〉

も
っ
と
も
な
こ
と
で
あ
り
、
大
量
に
魚
を
取
る
方
法
と
し
て
網
の
使
用
を
考
え
た
の
も
、
必
然
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

土
鍾
・
石
錘
に
よ
っ
て
漁
網
を
沈
め
、
魚
の
逃
げ
道
を
防
ぐ
道
具
で
あ
る
。

を
使
用
し
た
関
連
遺
物
と
し
て
、

現
在
の
と
こ
ろ
縄
文
時
代
に
お
け
る
土
錘
・
石
錦
の
発
見
例
は
全
国
各
地
に
あ
る
が
、
漁
網
の
発
見
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、

土
錘
・
石

七



3 

4 

.z 3 .......... 

え

ん
で
い
る
の
み
で
あ
る
。

七

錘
に
よ
っ
て
漁
掛
生
活
の
状
況
を
推
定
し
て
い
る
。

こ
の
漁
携
生
活
を
推
測
さ
れ
る
一
資
料
と
し
て
の
土
錘
が
、
当
遺
跡
で
も
出
土
し
て
お

車

り
、
漁
網
と
断
定
ず
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
漁
網
と
し
て
も
使
用
さ
れ
う
る
網
ら
し

主主

き
破
片
が
多
数
出
土
し
て
い
る
。
確
認
し
た
土
錘
は
一
点
の
み
で
、
網
と
の
関
性
が
あ
る
か

紡

ど
う
か
不
明
で
あ
る
が
、
縄
文
時
代
中
期
に
お
い
て
当
遺
跡
に
お
い
て
も
、
漁
梯
生
活
が
な

第47図

さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

当
遺
跡
発
見
の
土
錘
は
土
器
の
底
部
を
利
用
し
て
あ
り
、
厚
さ
約
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
ひ

じ
よ
う
に
薄
い
底
部
で
、
直
径
が
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
ほ
ぼ
正
円
形
を
な
し
て
お
り
、
縁

辺
を
丹
念
に
磨
い
て
整
形
し
て
あ
り
、
糸
を
結
び
つ
け
る
部
分
は
上
下
を
簡
単
に
え
ぐ
り
こ

坂
の
下
遺
跡
で
わ
ず
か
一
点
の
出
土
で
あ
っ
た
が
、
お
そ
ら
く
広
大
な
遺
跡
の
一
部
と
思
わ
れ
、
今
後
の
発
掘
調
査
に
お
い
て
、
資
料

@ 

紡
の
追
加
が
お
こ
な
わ
れ
る
可
能
性
は
充
分
に
あ
る
。

S写

車

こ
の
遺
跡
か
ら
土
器
片
利
用
の
紡
錘
車
が
四
箇
出
土
し
た
。

が
著
し
く
、

縄
文
時
代
中
期
以
後
の
土
器
の
底
部
に
は
、
布
の
文
様
が
つ
い
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
蒲
生
式
時
代
に
お
い
て
は
こ
の
現
象

す
で
に
晴

生
時
代
の
遺
跡

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
縄
文
時
代
の
中
期
頃
よ
り
織
物
の
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
、

か
ら
は
織
物
の
実
物
さ
え
発
見
さ
れ
て
い
る
。

繊
維
を
織
る
道
具
と
し
て
、
紡
錘
車
が
あ
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。



当
遺
跡
に
お
い
て
、
こ
の
紡
錦
車
と
共
に
三
ツ
組
み
の

「
ひ
も
」
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
こ
の
ひ
も
を
一
部
利
用
し
た
編
物
が

当
遺
跡
に
も
織
物
の
技
術
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

存
在
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、

の
胴
部
の
破
片
を
利
用
し
、

当
遺
跡
に
お

い
て
出
土
し
て
い
る
紡
錘
車
は
す
べ

て
縄
文
時
代
中
期
の
阿
高
系
の
土
器
に
伴
な

っ
て
お
り
、

そ
の
他
補
修
孔
の
あ
る
土
器
片
が
多
数
出
土

③ 

顔

面

把

手

当
遺
跡
出
土
の
唯
一
の
異
形
把
手
で
あ
り
、
土
器
口
縁
部
の
把
手
に
使
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
西
北
九
州
縄
文
中
期
時
代
の
土
器
の

四
個
の
内
、
三
個
が
土
器

他
の
一
個
は
口
縁
部
の
文
様
の
あ
る
部
分
を
利
用
し
て
い
る
。

し

こ
の
土
器
片
の
周
囲
を
整
形
す
れ
ば
簡
単
に
紡
錘
車
に
で
き
る
も
の
も
多
く
み
ら
れ
る
。

川

t
凶
ま
で
の
紡
錦
車
は
無
文
土
器
を
利
用
し
て
お
り
、
直
径
四
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
か
ら
六
セ

顔面把手 (+)

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
は
薄
い
紡
錘
車
が
約
五
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
、
厚
い
の
が
約
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

で
あ
り
、
孔
は
直
径
約
八
ミ

y
メ
ー
ト
ル
前
後
あ
り
、
附
は
縁
辺
を
研
磨
し
て
整
形
し
て
あ
る
。

仙
の
紡
錘
車
の
み
に
文
様
が
あ
り
、
中
期
独
特
の
深
い
文
様
を
も
っ
て
お
り
、
胎
土
に
は
多
量
の

i;i'H8図

滑
石
を
含
み
、
孔
は
半
透
過
で
あ
る
。
当
遺
跡
出
土
の
土
器
の
ほ
と
ん
ど
が
口
縁
部
の
み
に
文
様
を

施
文
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

こ
の
紡
錘
車
は
口
縁
部
片
を
利
用
し
て
製
作
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、

縁
辺
を
研
磨
し
て
整
形
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
四
個
の
紡
鎮
車
は
す
べ
て
に
多
く
の
滑
石
を
混
入
し
て

お
り
、
縄
文
時
代
中
期
の
土
器
の
特
徴
を
具
備
し
て
い
る
。

特
徴
で
あ
る
滑
石
粉
末
を
多
量
に
含
ん
で
い
る
。
土
器
破
損
後
、
破
損
部
を
一
部
磨
耗
し
て
整
形
し
て
あ
り
、
信
仰
・
装
身
具
等
の
目

的
で
い
ず
れ
か
の
第
二
次
的
な
用
途
に
使
用
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

一
応
顔
面
把
手
と
し
て
分
類
し
た
。

七



七
四

形
態
は
左
右
ほ
ぼ
対
称
に
製
作
し
て
あ
り
、

二
か
所
に
穴
を
聞
け
、
鼻
と
思
わ
れ
る
点
を
を
高
く
隆
起
さ
せ
、
隆
起
部
分
の
二
か
所
を
指

突
し
て
あ
り
、
鼻
の
形
態
を
リ
ア
ル
に
表
現
し
、
鼻
の
下
は
空
洞
で
口
を
へ
ラ
状
の
道
具
に
よ
っ
て
描
い
た
あ
と
が
残
っ
て
い
る
。

阿
高
系
統
の
土
器
の
口
縁
部
と
思
わ
れ
、
土
器
の
文
様
表
現
と
共
に
、

こ
の
顔
面
把
手
は
縄
文
時
代
中
期
の
土
器
と
共
伴
し
、
中
期
独
特
の
滑
石
粉
末
を
多
量
に
含
ん
で
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
縄
文
時
代
中
期

当
時
の
美
的
感
覚
の
一
面
が
う
か
が
わ
れ
る
。

木

材

黄
褐
色
土
層
お
よ
び
暗
灰
色
土
層
に
か
な
り
の
量
の
木
材
が
包
含
さ
れ
て
い
た
。
材
質
は
そ
の
殆
ん
ど
が
広
葉
樹
で
あ
る
。
形
状
的
に
は
次
の

四
つ
に
大
別
さ
れ
る
。

(一)

自
然
の
状
態

ω 

縦
裂
き
の
状
態

ホオ

同日

杭

棒

個)

構

築

キオ

木

村
に
つ
い
て
は
、
黄
褐
色
土
層
に
主
と
し
て
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認
め
ら
れ
、
細
砂
や
細
石
の
混
入
状
態
か
ら
考

え
て
、
洪
水
等
の
自
然
災
害
に
よ
る
流
木
の
堆

積
と
思
わ
れ
る
。

同
は
黄
褐
色
土
層

・
暗
灰
色
土
層
と
も
に
包

合
さ
れ
、
木
材
を
縦
裂
き
に
し
表
面
が
不
整
な



角
形
を
呈
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
乍
ら
加
工
痕
は
そ
の
何
れ
に
も
認
め
ら
れ
な
い
。

一
端
を
と
が
ら
せ
て
い

国
は
貯
蔵
穴
二
号

・
六
号
に
打
込
ま
れ
た
ま
ま
の
状
態
で
発
見
さ
れ
た
が
、
自
然
の
丸
木
を
適
宜
の
長
さ
に
切
り
、

る
。
五
号
穴
で
は
長
さ
六
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
お
よ
び
五
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
径
は
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
内
外
で

、
強
く
打
ち
こ
ん
だ
た
め
頭

そ
の
使
用
目
的
は
不
明
で
あ
る
。

が
崩
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
棒
杭
は
貯
蔵
穴
壁
の
青
色
粘
土
層
に
そ
っ
て
打
ち
込
ん
で
あ
っ
た
が
、
七
号
穴
に
見
ら
れ
る
横
材
も
認
め
ら
れ
ず
、

同
は
七
号
穴
で
発
見
さ
れ
た
が
、
貯
蔵
穴
の
一
部
壁
面
に
そ
っ
て
、
自
然
の
丸
木
を
積
み
上
げ
た
状
態
で
あ
っ
た
。
洪
水
等
に
よ
る
自
然
的
堆

積
で
は
な
く
人
為
的
な
木
組
み
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
た
が
、
地
形
と
湧
水
に
さ
ま
た
げ
ら
れ
て
、
そ
の
構
造
、
両
端
の
加
工
の
有
無
を
明
確
に
す

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

な
お
、
自
然
木
、
縦
裂
き
の
木
材
の
中
に
は
燃
え
さ
し
の
も
の
や
木
炭
化
し
た

も
の
が
若
干
出
土
し
て
い
る
が
貯
蔵
穴
の
構
築
物
の
火
災
に
よ
る
残
停
と
考
え

る
よ
り
も
、
細
砂
、
細
石
、
土
器
、
石
器
な
ど
の
堆
積
状
況
か
ら
判
断
し

て、

h 

'-

龍(+)

の
遺
跡
の
上
方
、
至
近
の
場
所
に
住
居
跡
が
存
在
す
る
可
能
性
が
濃
厚
で
あ
る
。

四

植
物
質
製
品

第50図

植
物
質
製
品
は
す
べ
て
単
子
葉
植
物
を
原
料
と
し
て
作
ら
れ
て
お
り
、

「
寵
」

「
ア
ミ
」

の
三
種
類
に
分
類
さ
れ
、

二
種
類
共
に
七
個
の
貯
蔵
穴
の
北

「
ひ
も
」

汁川“
川
d

、

ロMμ
r
A
qa'
 '
 

お
よ
び
三
個
の
貯
蔵
穴
の
中
よ
り
出
土
し、

食
物
に
使
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ

る
多
く
の
木
の
実
や
、
縄
文
時
代
中
期
の
阿
高
系
の
土
器
に
共
伴
す
る
こ
と
に
注

目
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

七
五



。

言Eこ
の
箆
は

三
号
の
貯
蔵
穴
よ
り
出
土
し
た
も
の
で
、
貯
蔵
穴
の
最
下
層
に
敷
い
て
あ
る
木
の
葉
と
木
の
皮
の
中
よ
り
出
土
し
て
お
り
、
箆

七
六

の
底
部
で
あ
り
、

の
上
部
は
一
部
欠
損
し
て
い
る
が
、

周
囲
を
組
ん
で

ほ
ぼ
原
形
を
留
め
る
。
形
状
は
直
径
約
一
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
の
円
形
を
な
し
、
現
存
す
る
部
分
は
能

お
そ
ら
く
欠
損
部
分
が
口
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
こ
こ
か
ら
木
の
実
等
を
入
れ

「
袋
状
L

に
し
て
お
り
、

て
お
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
製
作
方
法
は
能
の
中
心
部
に
向
っ
て
い
る
「
縦
糸
」
に
対
し
て
、

(+) 

円
を
な
し
て
い
る
二
本
の
「
横
糸
」
を

交
互
に
制
み
合
わ
せ
て
製
作
し
て
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
編
み
方
は

「
も
じ
り
編
み
」
と
よ

ば
れ
、
こ
の
「
も
じ
り
編
み
」
手
法
が
編
み
物
の
初
期
の
基
本
を
な
す
製
作
方
法
で
は
な

か
ろ
・
っ
か
。

こ
の
箆
の
利
用
法
は
お
そ
ら
く
食
物
と
す
る
木
の
実
咋
を
運
搬
す
る
際
に
、
物
入
れ
と

し
て
使
用
し
た
も
の
と
息
わ
れ
、
当
時
の
自
然
物
採
集
経
済
の
生
活
の
あ
り
方
を
示
し
て

い
る
資
料
と
J

↑川
え
よ
う
。

。

ア

ア

こ
こ
で
は
一
応
「
ア
ミ
」
と
し
て
お
く
が
、
漁
掛
の
ア
ミ
と
限
定
す
る
の
で
は
な
く
、

節目図

広
く

「
編
み
物
」
と
し
て
と
り
あ
っ
か
う
が
、

一
部
に
は
漁
掛
用
の
ア
ミ
と
し
て
使
用
し

た
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
ア
ミ
は
北
側
の
一
号

t
三
号
ま
で
の
貯
蔵
穴
か
ら
出
土
す
る
も
の
で
、
貯
蔵
穴
の

中
間
部
か
ら
底
部
に
か
げ
て
、
木
の
実
と
共
に
多
数
出
土
し
て
お
り
二
種
類
か
ら
な
る
、

型
態
の
異
な
っ
た
ア
ミ
で
あ
る
。



第
一
類
を
縦
糸
の
間
隔
の
広
い
も
の
と
、
第
二
類
を
縦
糸
の
間
隔
の
狭
い
ア
ミ
と
に
分
類
し
た
。

① 

第

類

手
法
は
第
二
類
と
同
様
で
あ
り
、
前
記
の
龍
と
同
様
「
も
じ
り
編
み
」
手
法
で
あ
る
。

第
一
類
は
縦
糸
と
縦
糸
と
の
間
隔
が
約
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
前
後
あ
り
、

比
較
幅
的
が
広
く
、
横
糸
は
二
本
で
、
交
互
に
縦
て
糸
を
は
さ

み、

こ
の
連
続
で
編
ん
で
あ
る
。
こ
の
原
料
の
単
子
葉
植
物
は
蔓
の
種
類
で
あ
る
。
遺
物
は
製
品
の
細
片
で
あ
り
、
原
形
の
推
定
は
不
可

能
で
あ
る
が
、
漁
掛
具
の
網
と
し
て
の
使
用
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

② 

第

類

こ
の
第
二
類
も
「
も
じ
り
編
み
」
手
法
を
用
い
て
お
り
、
縦
て
糸
と
縦
て
糸
と
の
間
隔
が
ほ
ぼ
密
着
し
て
お
り
透
き
闘
が
な
い
。

第
一
類
と
異
な
る
点
は
単
子
葉
植
物
で
も
、
第
一
類
の
も
の
は
丸
味
を
持
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
平
た
く
幅
の
広
い
も
の
で
あ
り
、

他
は
す
べ
て
第
一
類
と
同
様
で
あ
る
。

。

ヒ

モ

こ
の
ヒ
モ

(
縄
)

は
北
側
必
1
の
貯
蔵
穴
よ
り
一
点
出
土
し
て
お
り
、

さ
ら
に
昭
和
四
十
三
年
三
月
二
十
九
日
に
田
の
整
地
の
た
め
排
水

溝
を
作
っ
た
折
、
南
側
の
貯
蔵
穴
(
必
9
)
よ
り
一
点
追
加
出
土
し
て
い
る
。

昭
和
四
十
二
年
十
二
月
の
調
査
時
に
七
個
の
貯
蔵
穴
の
他
に
二
個
の
貯
蔵
穴
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、

他
に
多

ヒモ(十)

く
の
貯
蔵
穴
の
存
在
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

必
1
貯
蔵
穴
出
土
の
ヒ
モ
は
約
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
長
さ

で
あ
り
、

ひ
じ
よ
う
に
柔
ら
か
い
単
子
葉
植
物
に
よ
っ
て
織
っ
て
あ
り
、

二
本
の
繊
維
を
利
用
し
、
中
心
の

第52図

本
の
繊
維
を
軸
と
し
、
他
の
二
本
を
交
互
に
組
み
合
せ
て
編
ん
で
い
る
。

南
側
の
貯
蔵
穴
(
必
9
)
出
土
の
ヒ
モ
は
約
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
が
あ
り
、
他
は
す
べ
て
必
1
貯

七
七



蔵
穴
出
土
の
ヒ
モ
と
同
一
で
あ
る
。
こ
の
ヒ
モ
は
一
団
結
ん
で
あ
り
、

七
八

こ
れ
ら
の
ヒ
モ
は
木
の
実
の
中
に
あ
り
、
縄
文
時
代
中
期
の
阿
高
系
の
土
器
を
共
伴
す
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

な
ん
ら
か
の
道
具
と
し
て
使
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

五

植
物
質
自
然
物

出
土
し
た
植
物
遺
体
の
大
部
分
は
貯
蔵
穴
内
の
広
葉
圧
積
層
下
か
ら
得
ら
れ
、

穴、

五
号
穴
、

種
類
の
同
定
が
は
っ
き
り
し
た
も
の
は
、
ア
ラ
カ

ν
・
ツ
ブ
ラ
椎
の
実
で
あ
っ
て
両

者

の
出
土
率
は
五

O
対
一
位
と
推
定
さ
れ
る
。

Eコ
下ゴ

二
号
穴
、

一一一口
守
円
八
、

と
が
で
き
た
。

長
年
に
亘
っ
て
湿
潤
な
状
態
に
保
た
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

七
号
穴
の
五
穴
で
、
合
計
約
八

O
Y
ツ
ト
ル
l
中
空
の
た
め
量
で
し
か
測
定
で
き
な
い
ー
を
採
取
す
る
こ

木の実の出土状況第53図

第54図 貯蔵穴内の木の皮の出土状況

そ
の
大
部
分
は
原
形
を
保
っ
て
い
る
が
、

一
部
に
変
形
あ

る
い
は
こ
わ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
破
損
の
状
況
か
ら
推
定
し

た
場
合
、
腐
蝕
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
貯
蔵
穴
上
部
の
暗

灰
色
土
層

・
黄
褐
色
土
層
の
堆
積
に
よ
る
垂
直
加
圧
に
よ
る

も
の
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。

従
っ
て
、
木
の
実
は
自
然
に

採
取
さ
れ
た
状
態
で
、
貯
蔵
を
目
的
と
し
て
穴
に
つ
め
こ
ま

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

木
の
実
の
底
部
に
は
全
部
と
言

っ
て
よ

い
程
、
虫
が
入
り

込
ん
だ
小
孔
が
あ
り
、
木
の
実
は
中
空
で
、
皮
の
内
側
は
や

や
炭
化
し
て
い
る
。

一
部
、
袴
が
残
存
し
た
も
の
に
は
腐
蝕



後
に
炭
化
し
た
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。

以
上
の
他
に
、
植
物
の
茎
、

葉
、
樹
皮
、

な
ら
び
に
果
実

が
数
種
出
土
し
て
い
る
が
、
炭
化
が
著
し
い
た
め
に
残
念
な

が
ら
同
定
が
さ
わ
め
て
困
難
で
あ
る
。

井
尻
正
二
・
湊
正
雄
氏
の
第
四
紀
対
比
表
に
よ
れ
ば
、

時
は
現
在
の
気
候
に
比
し
て
や
や
寒
い
位
で
、
海
水
面
変
化

も
殆
ん
と
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、

出
土
し
た
植
物
遺
体
に

基
き
、

且
つ
、
遺
跡
付
近
の
植
物
種
類
相
に
つ
い
て
の
調
査

結
果
(
昭
和
四
十
三
年
度
実
施
)

を
参
考
に
す
る
と
、
縄
文

中
期
の
人
々
が
居
住
し
て
い
た
当
時
の
こ
の
附
近
の
植
物
群

落
は
、
現
在
の
そ
れ
と
大
差
な
く
、
常
緑
広
葉
樹
を
主
体
と

す
る
森
林
が
至
る
処
に
発
主
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

付

コU-一
一
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貯
蔵
穴
よ
り
採
取
し
た
ア
ラ
カ

ν
の
実
一

O
O粒
を

同
町
山
本
、

吉
永
直
氏
が
持
ち
帰
り
、
水
洗
し
て
有
蓋
透

明
ガ
ラ
ス
瓶
に
入
れ
、

同
宅
座
敷
床
の
間
の
隅
に
保
管

中

そ
の
中
の
一
粒
が
発
芽
し
て
い
る
の
を
昭
和
四
十

年
七
月
四

u
に
発
見
、
直
ち
に
県
教
育
委
員
会
に
持
ち
込 当

ピンの中での発芽況

マ2v-IJT_ 

状の現在

木の実の発芽第55図

ビ
ン
か
ら
取
り
出
し
た
状
況

ー七
九
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ま
れ
た
の
で
、

そ
の
育
苗
代
理
を
佐
賀
大
学
農
学
部
横
尾
多
美
男
教
授
に
依
頼
し
た
。

八
月
よ
り
県
林
業
試
験
場
に
て
育
苗
行
理
を
行
な
い
、

そ
の
成
育
を
観
察
中
で
あ
る
。
発
芽
し
た
一
粒
は
貯
蔵
穴
出
土
の
他
の
種
子
と
形
状
、
表
皮
の
色
等
異
な
る
点
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
貯
蔵

穴
内
で
は
袴
を
つ
け
て
い
た
と
推
定
さ
れ
明
確
な
痕
跡
が
見
ら
れ
た
。

茎
は
徒
長
し、

二
枚
の
葉
も
非
常
に
ひ
弱
に
感
じ
ら
れ
た
が
、
横
尾
教
室
、
県
林
業
試
験
場
の
慎
重
な
行
理
に
よ
っ
て
、
現
在
は
写
真
で
見

る
如
く
極
め
て
順
調
で
あ
る
。

尚
、
当
時
の
種
子
に
発
芽
の
可
能
性
が
あ
る
か
ど
う
か
、
甚
だ
疑
問
視
さ
れ
る
の
で
、
貯
蔵
穴
の
絶
対
年
伐
の
客
観
資
料
と
し
て
、

発
芽
種

子
と
同
時
に
出
土
し
た
と
推
定
さ
れ
る
他
の
木
の
実
と
木
材
の
炭
素
凶
に
よ
る
測
定
を
文
化
庁
に
依
頼
中
で
あ
る
。

第
四
節

総

括

国
見
岳
の
南
東
山
麓
、
有
田
川
の
沖
積
地
を
と
り
ま
く
如
く
形
成
さ
れ
た
段
丘
状
の
台
地
の
突
端
に
近
く
位
置
す
る
こ
の

「
坂
の
下
遺
跡
」

は
、
縄
文
時
代
中
期
に
お
け
る
生
活
立
地
と
し
て
の
好
条
件
を
備
え
る
と
共
に
、
腰
岳
の
黒
曜
石
露
頭
地
帯
に
至
近
の
距
離
に
位

置
し、

そ
こ
に

残
さ
れ
た
石
器
群
は
腰
岳
の
黒
曜
石
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
。

な
お
、
後
背
地
の
縄
文
時
代
早
期
の
伊
古
石
遺
跡
、
先
土
器
時
代
の
盗
人
岩
遺
跡
、

国
見
岳
の
東
北
に
存
す
る
先
土
器
時
代
の
白
蛇
山
洞
穴
遺

跡
、
平
沢
良
遺
跡
や
西
側
(
長
崎
県
)

の
福
井
洞
穴
、
岩
下
洞
穴
遺
跡
な
ど
同
一
時
期
の
所
産
で
は
な
い
に
し
て
も
、
国
見
岳
、
腰
岳
を
中
心
と

す
る
文
化
と
し
て
将
来
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

今
回
の
調
査
目
的
は
、
予
備
調
査
の
結
果
か
ら
判
断
し
て
、
縄
文
時
代
中
期
に
お
け
る
住
居
遺
構
の
調
査
で
あ
っ
た
が
、
前
節
ま
で
に
個
々
の

資
料
に
つ
い
て
只
体
的
に
説
明
し
た
如
く
、

七
個
の
食
糧
貯
蔵
穴
と
そ
の
関
連
遺
物
を
発
見
し
、
晩
期
に
つ
い
て
は
岡
山
山
山
陽
町
南
方
前
池
の

例
は
あ
る
が
、

こ
の
期
の
生
活
様
式
を
巧
え
る
上
で
極
め
て
軍
要
な
問
題
を
提
起
す
る
結
果
と
な
っ
た
。



貯
蔵
穴
内
部
か
ら
は
自
然
採
集
の
木
の
実
が
多
量
に
出
土
し
た
が
、
栽
培
植
物
で
あ
る
米
・
麦
お
よ
び
ソ
パ
な
ど
は
一
粒
も
検
出
で
き
な
か
っ

た。現
在
、
こ
の
遺
跡
は
湧
水
の
た
め
地
下
水
位
が
高
く
低
湿
地
で
、
あ
た
か
も
泥
炭
層
の
よ
う
な
状
態
で
あ
る
が
、
当
時
も
食
糧
を
貯
蔵
す
る
の
に

あ
る
程
度
の
湿
度
を
必
要
と
し
て
、
意
図
的
に
低
湿
地
を
選
ん
だ
の
か
、
高
燥
の
地
で
あ
っ
た
地
形
が
そ
の
後
の
変
動
で
現
況
の
如
く
な
っ
た
も

の
か
ど
う
か
は
推
定
に
困
難
で
あ
る
。
南
方
前
池
遺
跡
の
立
地
条
件
と
類
似
し
て
い
る
点
も
多
い
と
恩
わ
れ
る
の
で
、
今
後
、

こ
の
面
で
の
解
明

が
必
要
で
あ
る
う
。

貯
蔵
穴
内
の
木
の
実
の
利
用
の
あ
り
方
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
従
来
、
中
部
地
方
以
東
で
は
製
粉
用
具
遺
物
と
し
て
石
皿
、
磨
石
、
凹
石
そ
し

て
蔽
石
の
出
土
が
顕
著
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
瀬
戸
内
地
方
は
堅
果
類
は
出
土
す
る
が
、
道
具
は
貧
弱
で
あ
る
。
然
し
、
九
州
で
は
石
皿
な
ど
の

出
土
例
も
あ
り
、
や
や
、
東
圏
に
近
い
と
さ
れ
て
い
た
が
、
七
個
の
貯
蔵
穴
を
有
す
る
こ
の
遺
跡
で

、
か
か
る
製
粉
用
具
の
出
土
が
僅
少
で
あ
っ

た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事

は
植
物
利
用
法
に
起
因
す
る
問
題
で
、
長
野
県
加
舎
利
遺
跡
の
コ
ッ
ペ
パ
ン
状
炭
化
物
の
如
き

製
粉
に
よ
る
二
次
加
工
で
は
な
く

、
な
ん
ら
か
の
方
法
に
よ
る
ア

ク
抜
ぎ
の
後
、
火
熱
処
理
の
粒
食
も
推
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
尚
、
石

器
の
所
で
述
べ
た
如
く
、
砥
石
状
の
石
で
は
あ
る
が
、
そ
の
中
央
部
を
握
っ
て
使
用
し
た
と
推
定
さ
れ
る
握
り
部
分
に
若
干
磨
耗
の
認
め
ら
れ
る

も
の
が
あ
り
、

一
応
、
砥
石
と
し
て
挙
げ
て
お
い
た
が
、
こ
れ
は
今
後
、
検
討
す
べ
き
用
具
で
あ
ろ
う
。

こ
の
貯
蔵
穴
の
至
近
距
離
に
生
活
の
本
拠
で
あ
る
住
居
祉
が
あ
る

こ
と
が
推
定
さ
れ
る
が
そ
の
規
模
等
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
縄
文
時
代

中
期
の
長
野
県
尖
石
遺
跡
の
一
住
居
の
平
均
値
七
人
を
考
え
た
場
合
、
七
箇
の
貯
蔵
穴
の
貯
蔵
量
か
ら
考
え
て
単
数
の
住
居
で
は
な
く
、
あ
る
程

度
の
定
着
し
た
集
落
も
推
定
さ
れ
、
住
居
と
貯
蔵
穴
の
位
置
関
係
と
共
に
今
後
の
問
題
で
あ
る
。

集
落
の
存
在
に
つ
い
て
は
、

貯
蔵
穴
上
層
よ
り
多
量
の
阿
高
式
土
器
の
出
土
に
よ
っ
て
も
推
定
さ
れ
る
。
復
元
可
能
土
器
は
無
文
の
深
鉢
二
個

体
の
み
で
あ
っ
た
が
、
到
底
、
単
数
住
居
の
遺
物
と
は
考
え
ら
れ
な
い
程
の
土
器
片
で
あ
っ
た
。

/¥ 
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土
器
は
文
様
に
よ
っ
て
六
類
に
分
け
ら
れ
る
が
、

一
類
か
ら
五
類
ま
で
は
指
頭
そ
の
他
鈍
端
を
有
す
る
器
具
に
よ
っ
て
太
い
回
線
に
よ
る
曲
線

文
、
連
点
文
等
を
雄
健
に
描
く
、

い
わ
ゆ
る
阿
高
式
土
器
で
あ
る
。
第
六
類
と
し
て
磨
消
縄

文
な
ど
後
期
の
土
器
が
あ
る
が
僅
少
で
あ
り
、

し
か

も
、
土
器
片
の
周
囲
が
磨
滅
し
た
細
片
で
、

お
そ
ら
く
水
害
等
に
よ
っ
て
流
入
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

尚
、
阿
高
式
土
器
に
つ
い
て
も
、

そ
の
堆
積
の
状
況
は
不
自
然
で
あ
り
、
細
砂
や
小
石
と
混
在
し
て
出
土
す
る
こ
と
か
ら
し
て
、
直
接
、

食
糧

貯
蔵
穴
と
の
関
係
よ
り
も
、

む
し
ろ
、

至
近
距
離
に
あ
る
住
居
祉
か
ら
の
移
動
が
考
え
ら
れ
る
。
然
し
、
第
六
類
に
見
ら
れ
る
細
片
化
、
磨
耗

化
の
現
象
は
な
く
、

他
の
土
器
と
は
距
離
的
相
違
を
示
し
て
い
る
。

従
っ
て
、

土
器
と
貯
蔵
穴
の
関
係
は
よ
り
阿
高
式
の
場
合
と
緊
密
で
あ
り
、
尚
文
、
貯
蔵
穴
混
入
の
阿
高
式
土
器
は
こ
の
事
を
積
極
的
に
証
明

す
る
資
料
と
=一一口
え
、
同
時
代
の
所
産
と
推
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

石
器
類
は
土
器
に
比
し
て
出
土
数
は
少
な
い
が
、
注
目
す
べ
き
事
は
剥
片
鉱
が
多
量
に
出
土
し
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
他
の
遺
物
で
注
目
さ
る
べ
き
も
の
と
し
て
、
紡
錘
車
型
土
製
品
が
あ
る
。
阿
高
式
土
器
片
を
利
用
し
、

な
か
に
孔
を
あ
け
た
土
製
円
盤
は

撚
糸
を
作
る
た
め
の
紡
錘
車
の
役
目
を
し
た
も
の
で
あ
る
う
。
縄
文
時
代
を
通
じ
て
、
編
物
の
存
在
は
従
来
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
晩
期
の
紡
錘

車
よ
り
も
古
く
、
阿
高
式
土
器
片
利
用
の
紡
鋳
車
は
織
物
の
出
現
時
期
に
つ
い
て
の
問
題
を
提
起
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

今
回
の
調
査
は
暗
渠
排
水
工
事
の
た
め
の
緊
急
発
掘
で
あ
り
、
加
え
て
、
水
田
落
水
後
と
い
う
時
間
的
制
約
の
下
に
実
施
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
の
で
、
遺
跡
の
全
貌
を
明
確
に
す
る
事
が
不
可
能
で
あ
っ
た
。

調
査
の
段
階
で
は
、
赤
褐
色
層
に
入
る
と
湧
水
の
た
め
地
下
水
が
高
く
半
泥
炭
層
の
如
き
状
態
で
あ
っ
た
た
め
、

層
序
的
検
討
も
十
分
加
え
る

事
が
出
来
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
何
れ
に
し
て
も
、
食
糧
貯
蔵
穴
を
伴
な
う
集
落
祉
と
し
て
、

県
下
初
の
こ
の
遺
跡
は
、
文
化
の
発
展
階
梯
上
、
原
始
社
会
経
済
史
上

に
大
き
な
問
題
を
今
後
に
提
起
し
た
も
の
と
ニ一一
日
え
よ
う
。
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植
物
遺
物
に
つ
い
て
は
九
州
大
学
理
学
部
細
川
隆
英
教
授
の
ど
指
導
を
頂
い
た
こ
と
を
報
告
い
た
し
ま
す
。
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あ

カま

き

と

研
究
会
の
学
生
が
長
期
間
こ
れ
に
従
事
し
た
。

遺
物
の
整
理
や
復
原
等
に
は
発
掘
期
間
中
全
調
査
員
が
こ
れ
に
当
っ
た
が
、
遺
物
の
実
測
図
作
成
等
に
は
森
醇
一
朗
お
よ
び
佐
賀
大
学
考
古
学

報
告
書
の
執
筆
に
は
左
記
の
者
が

こ
れ
に
当
り
、
分
担
は
括
弧
内
の
と
お
り
で
あ
る
。

佐
賀
県
教
育
庁
社
会
教
育
課
文
化
財
係
長

下

之

木

(
第
一
章

・
第
三
章
)

佐
賀
県
教
育
庁
社
会
教
育
課
文
化
財
係

フロ

静

柴

¥
第
二
章
第
二
節
の
石
器

・
第
四
章
の
第

一
節

・
第
二
節
第
三
節
の
石
器

・
J

/
木
器
及
び
木
製
品

・
植
物
質
自
然
物

・
第
四
節

、

佐
賀
県
立
図
書
館
資
料
課

森

醇

~
第
二
章
の
第
一
節

・
第
二
節
の
層
位

・
土
器
・
第
三
節
第
四
章
の
第
三
節

/

J

土
器
及
び
土
製
品

・
植
物
質
製
品

~
治雄朗
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